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Iａ基本方針

１3,基本方針

9,ｌ0x 大販府人ロビジョンについて
０大阪府は、今、人口問題の岐路に直面しています。
０国の『まち・ひと・しご、と創生長期ビジョン』9,平成２６年１２月0xでは、国立社会保障・人口問題研究所の

「日本の将来推計人口9,平成２４年１月推計0x」9,出生中位9,死亡中位0x0xに基づき、日本の総人口
は、２００８年の１億２,８０８万人をピークに減少を続け、２５年後の２０４０年に9,;ま１億７２８万人、４５年後の
２０６０年には８,６７４万人と現在の３分の２になると見込んでいます。

０一方、大阪府では、２０１０年の８８７万人をピークに、減少に転換し、今後、自然減の幅の拡大が見込ま
れており、２０４０年には約１３７万人減の７５０万人となると予想されています。さらにこのままの状況で推移す
ると、２０６０年には６００万人程度の水準となる可能性があります。２０４０年の人口水準は、高度経済成長
期である１９６９年の７４３万시こ相当する人口であり、１９６９年から２０１２年までの４０年近くで増加した人
口9,１３７万시が、その後の約３０年間で同程度減少することを意味します。

０ また、高齢者人口が２０１０年からの３０年間で約４０0x増えるなど、全国を大きく上回るスピードで高齢化
が進み、 数の面でも人口構成の面でも将来にわたって社会構造白体が大きく変化することが予想されます。 

０高度経済成長期の急激な人口増加を背景に経済成長を遂げ、豊かさを実現してきた「大阪」は、まさに
今、 日本の大都市がかつて経験したことのない未曽有のペースで「人口減少・超高齢社会」に差し掛かって
います。

０このような中、大阪府における中長期の人口見通し等を取りまとめた『大阪府人口ビジョン』では、今後本
格的に到来が予想される「人口減少・超高齢社会」においても、 持続的発展を実現するために、

Ｉ0x若者が活躍でき、子育て安心の都市「大阪」の実現
I[ 0x 人口減少・超高齢社会でも持続可能な地域づくり
ＩIＩ0x東西二極の一極としての社会経済構造の構築

の３つを取組みの方向性と位置付け、各種施策を推進することとしています。
※人口に関する現状認識や影響・将来見通し等については、『大阪府人ロビンヨン』をご参照ください。 

１814」 



１3,基本方針

9,将来見通し0x
０ 『大阪府人ロビジョン』では、出生率を改善し、東京一極集中を解消することにより、人口減少傾向を

抑制できれば、２０４０年における府の人口が８３７万人程度まで回復すると推計されています。
０ また、大阪が有する都市としての経済機能・都市魅力等を強化することにより、昼間・交流人口の増加

を図ることも重要です。
０『大阪府まち・ひと・しごと創生総合戦略』9,以下、「総合戦略」という。0xでは、この『大阪府人ロビジョ

ン』を踏まえ、 当面の５年間でめさすべき政策,施策の方向性やその柱立てをとりまとめています。 

ｅ総人口の推移9,推計0x 

１3,基本方針

9,２0x 総合戦略の基本姿勢
０ 人口減少・超高齢社会のもとで、大阪の「成長の実現」と「安全・安心の確保」を同時に図るためには、

日本の成長を華引する東西二極の一極としての社会経済構造の構築をめざすとともに、少子・高齢化等
が及ぼす影響や将来の課題を明らかにし、的確に対応する必要があります。

０すなわち、人口減少・超高齢社会の到来を、「変革のチャンス」と捉えて改革に取り組む9,積極戦略0xと
ともに、これらがもたらす「将来の備え」を着実に実行9,調整戦略0xすることが重要です。

０これらの積極戦略と調整戦略にバランスよく取り組むことで、「持続的な発展」を実現します。 

、0x 変革のチャンスと捉えて改革に取り組み、持続的な発展を実現9,積極戦略0x 
、0x 人口滅少・超高齢社会がもたらす将来の備えを着実に推進9,調整戦略0x 

０ また、今後、人口構造が大きく変化していく中で、これらを実現するためには、行政の守備範囲、コスト負
担の問題に向き合わなければなりません。広域自治体である府は、基礎自治体と分担・連携を図りながら、
安全・安心の確保をはじめ、社会が持続するために不可欠な施策・サービスをしっかり担いつつ、府民や企・
業など民間との幅広い連携により、総合力で目標の実現に向けた取組みを進めていく必要があります。

０そのため、民間を施策展開における重要な八x9ートナーとして、政策実現に向けた戦略的なタイアップなど幅
広い分野で連携をめざします。大阪は歴史的に民主導で発展を遂け それが幅広い産業の集積となって経
済的な厚みを形成しています。こうした強みを最大限活力、していくため、特区による規制改革の推進や産業
の創出・振興、さらには都市インフラの充実など、幅広い施策をパッケージで展開することにより、大阪のブラ
ンド力を高めるとともに、経済の活性化、雇用の拡大など大阪全体の成長、ひいては日本経済の再生へと
つなげていきます。

０なお、計画の策定にあたっては、目標9,ＫＰＩ0xを設定します。毎年度、ＫＰＩの到達状況を確認・検証する
こと9,ＰＤＣＡサイクル0xを通じて、各政策をブラッシュアップし、真に効果の高いものにしていきます。

9,３0x計画期間 ��一一、,
２０１５9,Ｈ２７0x年度から２０１９9,Ｈ３１0x年度までの５年間とします。 9,１章0x３章0xｌ81Ｓ81１ 



２3,創生総合戦略の方向性

０大阪を取り巻く課題に的確に対応するとともに、基本姿勢で掲けた「積極戦略」9,例81出産・子育て環
境の充実、産業の創出・振興等0xと「調整戦略」9,例81高齢者等がいきいきと暮らせるまちづくり、都市基
盤の再構築等0xの両面から取組みを進めるため、本総合戦略では『大阪府人口ビジョン』の３つの方向性
のもと、①0x⑥の６つを戦略の柱と位置付けます。

Ｉ0x若者が活躍でき、子育て安心の都市「大服」の実現
子育て世代が仕事と子育てを両立し、 安心して子どもを産み育てるには、若い世代の経済的な自立と

保育環境の量的・質的充実などの環境整備が重要です。
また、次代の「大阪」を担う、子どもたちへの適切な支援9,学習面、生活面0xを充実します。 

① 若い世代の就職・結婚・出産・子育ての希望を実現する
② 次代の「大阪」を担う人をつくる

II0x 人口滅少・超高齢社会においてｔｉ持続可能な地域づくり
今後、高齢化が進展する中では、日常的な健康づくりや健9,検0x診の受診など「予防」の機運を高め、

府民の健康寿命を延伸するとともに、 高齢者等が安心して生活できるよう、 医療・介護体制の確保はもと
より、 地域コミュニティの減少や弱体化に伴う防犯力・防災力等の低下を防ぐための地域力の再生やソー 
シヤルキャビタルの向上が必要です。

また、人口減少社会に応じた、最適な都市基盤の再構築や長寿命化を進めるとともに、災害対策や治
安・交通安全対策など安全・安心なまちづくりをさらに推進します。 

③誰もが健康でいきいきと活躍できる「まち」をつくる
④ 安全・安心な地域をつくる



２3,創生総合戦略の方向性

81nl0x東西二極の一極としての社会経済構造の構築
わが国第二の経済圈である関西都市圏9,大阪・京都・神戸等0xは、首都圏とならぶ東西二極の一極

として、西日本の拠点としての機能はもとより、関空・阪神港等の国際水準のインフラを活かし、急速に成
長するアンア新興国をはじめ世界から成長力をとりこみ、 目本全体に波及させるゲートウェイ機能の発揮が
期待されています。

また、特区の活用等による国際競争力の強化などにより経済機能を高めることで、産業を活性化させ、
昼間人口を増やすとともに、都市魅力を強化することにより、内外からの集客力の強化を図り、交流人口
を増やします。また、住みやすい都市をめざし、定住魅力を高めることで、東京圈への人口流出に歯止めを
かけていきます。 

０また、『大阪府人口ビジョン』で明らかになったとおり、２０代0x３０代を中心に対東京圈で毎年数千人0x
一万人程度の人口流出超過傾向にあります。

このため、東京圏への一極集中の是正に焦点をあて、東京圏から大阪への「人口対流」の実現にむけ
て、生活や産業等の分野について東京圏との比較などを行い、大阪の強みやアピールすべきポイントを打ち
出します。 ・

あわせて、 「大阪の課題は日本の縮図」といわれるように、 大阪府内においても、 「都心部」への人口集中
など、東京一極集中とよく似た状況が見受けられます。

国の「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の『「しごと」と「ひと」の好循環は、それを支える「まち」の活性化に
よって、より強固に支えられる』という考え方は、大阪府内にもあてはまります。
そこで、府内の圍域を「都心部」「周辺部」「郊外部」「山間部」に分け、圍域ごとの課題を明らかにしたう

えで、府域内の「人口対流」を進めるなど、新しい「都市型ライフスタイル」モデルを提唱していきます。ーー一,
1二９81１ 



３3,基本目標。基本的方向

３3,基本目標・基本的方向
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基本目標① 81若い世代の就職・結婚・出産・子育ての希望を実現する
若い世代の経済的安定や結婚・妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援により、結婚・出産・子育ての

希望が実現できる環境を整備します。
x9現状・ボ、テンシャル4, x9めさす将来像4, 

・人口集積 

強み  
,労働市場が大きく、 多様な求人 
・企業・大学等が集積しており、大学進学や就職を 
機に府外からの転入者が多い 

・産官学の連携が容易 

弱み  

・低い合計特殊出生率 
・非正規雇用が多く、若年者の収入が低い 
・求人・求職のミスマッチ
・就業率が低く、 完全失業率が高い 
・女性の就業率、出産後の再就職率が低い 
・ワーク・ライフ・バランスの漫透が不十分 
・職場の意識改革が不十分 
・子育て負担感の増大 
・保育施設の不足 
・小１の壁9,放課後児室クラブ0x 



３3,基本目標。基本的方向

【具体的目標】
０就業率9,ｌ５0x３４才0x 81年平均６13,０７0x9,Ｈ２６0x ・金国平均を上回る※Ｈ２６全国平均６２,２２0x 
０女性の就業率81年平均４４,８０0x9,Ｈ２６0x O全国平,0ｌ生ｌを上回る※Ｈ２６金国平均４７3,６２0x
０合計特殊出生率8113,３１9,Ｈ２６0x ,国ｔ� 前年を上回る
x9参考指標4,転職・離職率、女性管理職比率 9,従業員３００人以上の企業0x 

«基本的方向4,4,
9,ｌ0x若者の安定就職支援、職場定着支援 81

雇用惰勢の改善にかかわらず、未だ５시こ１人が正社員などの安定した職につけないまま大学を卒業し、無職9,学
生を除く0xや非正規雇用の状態にあるなど、府内には経済的に不安定な若者が多くいます。
若い世代が希望する結婚・出産・子育ての夢を実現するためには、このような状況を改善し、若者が安定した雇用に

就けるよう支援する必要があります。 

国若年層9,１５0x３４歳0xの就業率の推移
9,0x0x 

６３3,０ 

６２3,０ 

６１3,０ 

６０3,０ 

５９3,０ 

５８3,０ 

５７3,０ 

ＨI４ ＨI６ ＨI８ Ｈ２０ Ｈ２２ Ｈ２４ Ｈ２６ 
出典81総務省「発働力調査１、大阪南統ｉ操「第的力
調査地方集計結果9,年平均0x」より大阪府企画室作成

國大販・大学率業後の進路

正規81社員

３１,４７３人
9,７９3,９0x0x 

ｈ0x正規の職員以外 １,７４５人

７ｇｏ2人3, 二時空な仕事 １,２０５人x9 , 就職準備中・その他 ４,９５２人
ｌ２０,１0x0x81x9

平成２７年３月に大阪府内の大学を
卒業した者9,進学等を除く0x

３９,３７５人

出典81文部科学省「学校基本調査」9,Ｈ２７0xより大阪府雇用１雖室作成

１、ー一１
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３ 基本目標・基本的方向

０大阪府では、「OＳＡＫＡしごとフィールド」を核に、金融機関や商工会議所、商工会、市町村、府内大学等と連携
し、若者の社会人基礎力の向上や中小企業の魅力発信に取り組むなど、若者と府内の優良中小企業とのマッチン
グを図ります。併せて、労働関係法制度や労働条件等の啓発・情報提供などにより安心して働き続けることができる
労働環境の整備を進めます。9,→Ｔｏｐｉｃ①81OＳＡＫＡしご、とフィールド0x

０大学在学中に、職業観の醸成や社会人基礎力の養成、中小企業の魅力発見などに効果的な企業시こよる出前
講座の実施、「課題解決型学習9,ＰＢＬ0x」や「インターンシップ」の導入などを産官学で一体となって促進するため、
産官学のプラットフォームを構築し、 定着して働き続ける産業人材の育成を図ります。

０府内の大学等に進学するために府外から転入する若者が多いことから、大学等と連携し、新卒者が府内の企業等
に就職できるよう支握することで、 卒業後も大阪で活躍できる環境づくりを進めます。

０ 新規学卒者の卒業後３年以内の離職率は、大学卒で約３割、高校卒で約４割と依然として高水準で推移して
いること力、ら、離職防止を図るための企業向けコンサルティング等の様々な手法を通じて、若手社員や経営者向けの
職場定着支援を進めます。

０ 大阪の基幹産業である「ものづくり企業」に必要な人材を育成するため、府立工科高校等における、熟練技能者に
よる実技指導をはじめ、インターンシップや企業見学等を通じて、ものづくりに興味を持つよう、若者の職業観の釀成を
図ります。

また、ものづくりを中心とする産業人材育成の拠点である高等職業技術専門校において、地域の産業ニーズに応じ
た職業訓練を実施するとともに企業における人材育成を支援します。

０技能者の地位向上を図るため、技能を尊重する機運を醸成し、将来を担う若者が産業界で活躍できる環境の整
備を進めます。

０働く意欲に乏しい人や、働く意義を見出せない人、さらには働く意思があるにもかかわらず、仕事や対人関係に不安
があって職業生活に自信がないなど、様々な課題を持つ若年無業者等に対して、民間企業等との連携により、社会
への第一歩を踏み出す就業体験の機会を提供します。 ｊ一ー一１ １４ , 



基本目標・基本的方向

Ｔｏｐｉｃ①OＳＡＫＡしご、とフィールド
総合的な就業支提施設

「一藤屬新Ｌx9対する面面一ｌ 
１キャリアカウンセリング、セミ１ 
ｌナ一等による就業支援81」

「【中,ｊ、企蘭３対する量優ｆl 
企業を採用活動から定着 81 

3,まで一買して支援 x9 

０若者が集まりやすい場所での就職支姪9,天王き駅周辺など0x
合同企業面接会等の一過性のイベントのみならず、継続的な就職支援
を行う3,

０ミニ合同企業面接会の開催
出展企業数を３社程度とするi:とで、企業と若者が濃密な交流を行い、
マッチングを促進する,

０就職塾の実施
社会人基礎力を養成する就職力向上支援を行い、就職率の向上を図る3, 

０定점支燈
若手社員向け定着研修や経営者向けコンサルなどを実施し離職防止を
図る,

０地域展開
OＳＡＫＡしごとフィールドを核に、金融機関や商工会議所・商工会、市町
村とも連携し、府内一円に院開することで、若者と優良中小企業と
のマッチングや職場定着をさらに能する, 

府内大学

大企業志向・事務職志向
かＳの意観転換

１５ 

３, 基本目標・基本的方向

9,２0x 女性の活躍推進
女性の就業率は結婚・出産期に当たる年代に一旦低下し、育児が落ち着いた時期に再び上昇するという「Ｍ字カー

ブ」を描いています。大阪の女性の就業率は、新卒時には男女の就業率に大きな差がないにもかかわらず、その後２０
台後半までに女性は男性ほど就業率が上がらず男女の就業率の差が拡大する「第１のギャップ問題」や、 全国平均に
比べてＭ字の谷が深い9,出産後の再就職割合が低い「第２・第３のギャップ問題」0xことが指摘されています。

9,→Ｔｏｐｉｃ②81女性就業率の３つのギャップ0x
また、就業率は金国でワースト３であるなど9,２０0x５９歳・平成２４年就業構造基本調査0x 出産・子育てとの両立

が難しく、就業が進んでいない状況となっています。
人口減少社会において、活力ある大阪を実現するためには、あらゆる分野において女性が活躍するための支援が求

められています。

０ すべての女性がいきいきと活躍することができるよう、仕事と生活の調和9,ワーク・ライフ・八x9ランス0xを推進し、働き続
けるための職場環境の整備を進めるとともに、 「いきいき元気企業宣言事業者」登録制度を活用し、 男性も含めた働
き方の見直しを進めます。

０オール大阪で女性活躍推進の機運を高めるため、「OＳＡＫＡ女性活躍推進会議」を設置し、社会のあらゆる分野で
女性の就業促進・定着を図るため、経済団体・3,大学等との連携・協力により、企業経営者等の意識改革や就業前
の学生のキャリア形成を進めます。

０若年女性については、対人関係のストレス等により、離職した後に再就職が進まないことから、働き続けるために必
要な支援を行います。また、事務職など特定の職種の方に対して志向の転換を促すことにより、「働き続ける力」の育
成を図ります。

０また、出産・育児等で離職した女性の再就職を支援するため、人材育成や女性の져説或の拡大等を進めます。

０ 民間企業の取組みのモｉx9ルとなるよう、府においても「特定事業主行動計画」に基づき、積極的に府職員の仕事と
生活の調和に向けた取組みを進めます。

ｌ一一1 １ ｉｅ, 



Ｔｏｐｉｃ② 女性就業率の３つのキ、ヤツプ
女性の就業率の特徴として、男性と比べて、３つのギャップが認められており、このギャップをいかに解消する力、が女性

就業率向上の「鍵」となっています。
第１のギャップ…・若年期 9,男性と比べて就業率が低い0x
第２のギャップ…・妊娠・出産による離職
第３のギャップ…・子育てが一段落ついた後の再就職

国 「第１のギャップ問題」
若年女性の就業率を高めるため、働く意欲の向上、「働き続ける力」の習得につながる人材育成プログラムの開発を
進めます。

翻 「第２・第３のギャップ問題」
子育て期及び子育て後においても働き続けられる職場環境の整備を進めるため、経営者・管理職の意識改革等を
図ります。
また、「働きたいママ」の再就職支援のため、０ＳＡt(Ａしこx9とフィールドでキャリアカウンセリングや保育所等情報の提供、

就職活動中の子どもの一時預かりなどのサービスをワンストップでおこないます。また働く能力やスキルがありながらキャリ
アブランクのある女性が新たな知識を得るなどの能力開発を行い、中核人材として活躍することを支援します。 
国年代別女性の就業率

９１3,０0x 、、、81ａ 
８８3,２0x 

７５3,７0x0x  

７０７0x・x9x9  

年能 ２0,0x9４ ２５0x２９ ３0,0３４ ３Ｓ0x３９ ４0,0４４ ４５,0４９ Ｓｏ0x５４ ５Ｓ0xＳ９ 

３3,基本目標・基本的方向

１７ 

３3, 基本目標。基本的方向

9,３0x 結婚・妊娠・出産・子育て環境の充実
国の調査では、独身男女の約９割は結婚する意志があり、希望する子どもの数も２人以上である一方、未婚率は上昇
しており、晩婚化も相まって、夫婦の子ども数は長期的に減少傾向にあるなど、結婚・出産・子育てを希望する人の願い
が叶いにくい状況があります。
また、子どもが生まれても、保育所の待機児重の問題や、小学校に入学する際に保育サービスが十分に受けられない
「小１の壁」の問題も指摘されています。
大阪府では、「子ども総合計画」に基づき、若者が自立し、次の世代の子育てを担い、成長した子どもが再び次の世代
の子育てを担っていくという良い循環が続いていくことをめざし、さまざまな取組みを進めています。
あわせて、子どもを安心して産み・育てられる環境;)0を進めます。 9,�基本目標④9,１0x安全・安心の確保0x

０国の「子ども・子育て支援新制度」のもと、従来の保育所や認定こども園に加えて、家庭的保育9,保育ママ0xや小規
模保育といった多様な保育の充実を支援し、 待機児童の解消に向けた取組みを進めるとともに、 一時預かりや放課後
児童クラブ等の地域の子育て支援を拡充します。

０ 妊娠・出出a・子育て期にわたって、地域で安心して子どもを産み育てることができる保健・医療環境づくりを市町村と連
携し進めます。

０ 子育て世代の女性が働きながら安心して子育てできるよう、 「結婚・妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援」を進めま
す。また、労働問題に関する労働相談や労働法規に関する啓発・情報提供などにより女性が働き続けられるよう取組み
を進めます。 

⊠81１81ｉ３81ｊ 



３3,基本目標・基本的方向

基本目標②81次代の「大顺」を担う人をつくる
虐待や資困の連鎖、学力・健康問題など、大阪が抱える負の連鎖や課題を解消するとともに、次代の大

阪を担う人づくりを進めます。

x9現状・ポテンシャル4, x9めさｳｶ将来像4, 

・多様な教育環境9,豊富な教育ストック、幅広い学 
びの提供など0x 

強み  ・授業料無償化制度による生徒の選択機会の確保 
・公立高校と私立高校の切磋重家磨 
・大学等進学率が全国平均と比較して高い 
・大学や職業教育機関の集積 

・全国学力・学習状況調査では改善が見られたもの 
の、全国平均を下回る 

弱み  

・全国体力・運動能力、運動習慣等調査において 
小・中学校とも全国平均を下回る 

・高校率業者の就職率が全国平均と比較して低い 
・开ｌ」法犯少年の検挙・補導人数 
・中退・不登校等の割合が全国平均と比較して高い 
・年収３００万円未満の世帯の割合が高い 
・資困の連鎖の存在 

x9屋本的方向4, 

9,１0x次代を担う人づくり 学力・体力の向上、生きる力をはぐくむ教育等
9,２0x子どもをめぐる課題への対応 少年非行等への対応、児童虐待の発生予防等

３,基本目標・基本的方向

【具体的目標】
O全国学カ・学習状況調査における平均正答率81全国水準をめさす9,小６・中３0x
０少年非行防止活動ネットワーク構築市町村81３０市町9,Ｈ２６年度末※0x → 金市町村での構築

※大阪市は、２４区のうち６区で構築済み
x9参考指標4,全国体力・連動能力、運動習慣等調査、刑法犯少年の検挙・補導人数

«屋本的方向»
9,:L0x 次代を担う人つ、くり

人口減少・超高齢社会を迎える中、大阪力アンアの諸都市との熾烈なグローバル競争などに勝ち抜き、持続的に活
力を保つためには、ハイエンド人材の育成や大阪の成長を支える基盤となる人づくりが求められます。
大阪府では、「大阪府教育振興基本計画」に基づき、大阪の子どもたちが、大きく変化する社会の中で、力強く生き

抜き、次代の社会を担う自立した大人となるよう、さまざまな取組みを進めています。
現状では、平成２７年度の全国学力・学習状況調査において依然、全国平均を下回っているものの、小・中学校と

も改善が見られ、 中学校の一部教科では全国水準に達しています。
また、平成２７年度の全国体力・運動能力、運動習慣等調査においては、一部の種目で全国水準との差が縮小し

たものの、小・中学校とも依然として全国平均を下回っています。
このような現状を改善し、学校・家庭・地域など社会総がかりで、 自らの力で社会を生き抜き、 自らを律しながら社会

を支え、粘り強く果敢にチャレンンできるような子どもを育てていく必要があります。

０ 児童・生徒の確かな学力をはぐくむため、 「基礎・基本」の確実な定着と「活用する力」の向上に取り組むとともに、教
員の授業力を伸9,;fすなど学校力の向上を図ります。また、多様な学習と幅広い進路選択を可能にする教育環境の
整備により、すべての子どもの学びを支援し、一人ひとりの力を伸ばす教育の充実に努めます。

０ グローバル人材の育成のため小・中学校からの英語教育を充実させるとともに、小・中・高一買したキャリア教育とし
て、 地ｉ或企業との連携や外部人材の活用等により、 児童・生徒が小学校段階から地域ののa業等について学習する
機会を充実させ、子どもの豊かで多様な職業観・動労観を醸成します。また、学校を核として、市町村や市町村教育
委員会、地域等と連携しながら、将来の地域社会・產業等を支える人材を育てます。 81818181

1 ２０ １8181818181ｌ 



３3,基本目標。基本的方向

０地域と連携した体験活動の充実や読書活動の推進により、子どもたち
が夢や志をもって粘り強くチャレンンする力や豊かでたくましい人間性など
の「生きる力」をはぐくみます。

０ 地域の人的資源を活用しながら学校体育活動の活性化を図ります。
また、学校だけでなく、地域や家庭で運動に親しむ機会を増やすことによ
り、子どもの体力向上に取り組みます。 

０ 放課後等における子どもたちの体験活動や学習活動等の場づくり、学
校の教育活動を支える取組みへの地域人材の参画促進など、 学校・家
庭・地域が互いに連携・協力しながら、 それそれの教育力を高めます。

０府民の健康寿命の延伸を図るためには、子どもの頃から、将来にわたっ
て健康を維持するために必要な知識を身につけることが重要です。そのた
め、 学校や家庭を通じて幼少時からの健康教育を進めます。

０ 大阪には「知の拠点」である大学や職業教育機関などが数多く集積し
ていることから、その特性を活かして、クリエイティビティを発揮しイノベーショ
ンに結び付けることができる人材、 将来を担う起業家精神にあ,Ｓ、れる人
材、国際的視野を持って世界で活躍することができる人材、さらには、現
場において実業を担う人材など、 さまざまな分野で大阪や日本社会を
リードするハイエンド人材やプロフェッショナル人材を育成します。また、民
間企業等とともにこうした人材が活躍する場や機会の創出・提供に努め
ます。 

国 全国学力・学習状況調査 校種・教科・区分別
平均正答率9,対全国比経年比較0x
【小学校9,大阪府0x】

【中学校9,大阪府0x 
0２０ 

ｌ田

・４０

出典81文部科学省「全国学力・学習状況調査」 ２１ 

⊠ＲｕＸＭｆＣｌ・、x9一年ｕｊｌlｌ」/⊠０비只手x9１用業自つ一し基１뜬１ｉ個 0x 

談対応件数も全国に比較して厳しい状況にあります。 ４03,ｏ0x 
また、全国平均より高い失業率など雇用環境力ｆ厳しく、年収
３００万円未満の世帯力ｉ約４割を占めるなど、いわゆる低所得３°°0x 
の世帯割合が高い状況にあり、子どもの資困が課題となって ２°・°0x 
います。これらの状況がいわゆる「負の連鎖」として、虐待・暴 ,。ｏ0x 
カ行為につながるなど、子どもの成育環境に影響を及ばして
いるとの指摘があります。あわせて、府内小・中学校における °・°0x 
不登校児童生徒数9,千人率0xが全国平均を上回るなど、
生徒指導上の課題も抱えています。 

４０・９0x 拿国x9ｌl81Iｌl ３６3,３00x。  

６,０００ 

４,０００ 

２,０００

０ 

少年の検挙・補導人員
ｓ3,ｇ３ｇ５,９３７ 
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ｔ・１１81１ 

行政・学校x9家庭・地域が一体となった取組みが必要です。 出典81平成２４年就業構造基本調査9,総務省0x 出典81大阪の少年非行9,平成２６年版0x
9,大阪府Eｌ察本部0x

０不登校やいじめ、暴力行為、中途退学などの課題に対し、子どもたちの置かれている状況に応じて適切に対応し、
児重・生徒一人ひとりの自立を支える教育を充実します。また、少年非行については、関係機関が連携して適切に対
応します。

Ｅ児童虐待相談対応件数と措置児童数9,虐待0xの推移9,大阪府0x
０子育ての喜びを実感できるよう家庭の養育 81 ,・１3,81,813,.

力・教育力を高めるための支援を充実する等 x9,,0x9,0 ,0.１813,x9x9 
により、児重層特の発３三予⊠⊠⊠図「ＪI部,0。

特に、支援を要する家庭には、きめ細やかな
支援を行います。
また、関係機関が連携することで、早期発見
早期対応を行うなど、社会全体で子どもを

守るための取組みを進めます。

０子どもの資困対策については、教育、就労、
生活支援など総合的に取り組みます。

9,x9x9,0,Ｔｏｐｉｃ③81子どもの資困対策0x 





３3,基本目標・基本的方向 3,

基本目標③81誰もが健康でいきいきと活躍できる「まち」をつくる
現在進行している人口減少・超高齢社会においても、あらゆる人が健康でいきいきと活躍できる社会の実

現をめざします。

x9現状・ポデンシヤル4, x9めさす将来像4, 

強み  

・高度な医療機関等の集積 
・全国に先駆けた陣がい者施策、 支援教育 
・元気な高齢者の存在 
・Ｎ ＰOの活動の多様性 
・ 健康寿命が短い 

弱み  

・健康寿命と平均寿命との差が大きい 
・特定健診やがん検診の受診率が低い 
・医療・介護需要の增大 
・社会保障費の增大 
・高齢者の社会的孤立の進展 
・地域のか力、わりの希薄化、コミュニティの弱体化 

x9墨本的方向4, 

年齢。性別・障がいの有無
にかかわらず、
誰もがいきいきと活躍
できる社会の実現

«墓本的方向» E健康寿命、平均寿命9,平成２２年度0x 
9,ｌ0x健康寿命の延伸 ５0 ７５ 

大阪府の健康寿命9,※0xは男性４４位、女性４５位9,いずれも
Ｈ２２年度0xと全国と比べて短い状況にあります。また、特定健診や全国9,男0x 
がん検診の受診率も全国最低水準となっています。
今後、高齢化が急速に進展する中、高齢者が元気に活躍する社大阪9,男0x 

会を実現するとともに、 ますます增加が予想される医療費の適正化
を進めていくためには、健康寿命の延伸を図る必要があります。 金国9,女0x 
※健康寿命一人の寿命において「健康上の問題で日常生活が制限されることなく

生活できる期間」 大阪9,女0x 

国都道府県別特定健診受診率9,平成２４年度0x 

７０0x 
６０0x 

５０0x 
４０ ｆｏ 

３０0x 

２０0x 
１０0x

０0x 

年
０1

0

出典81第２次大阪府健康増進計画



３3, 基本目標・基本的方向

０大阪府では、すべての府民が健や力、で心豊かに生活できる活力ある社会9,健康先進都市0xの実現に向け、健康
的な生活習慣の実践や、健9,検0x診の受診を促進し、疾病の予防につながる個人の生活習慣の改善と健康への
関心と理解を深める社会環境の改善を図ります。

０具体的には、府内市町村を通じて個人の健康に対する意識を高め、行動を促すためのプログラム9,「汎用性の高い
行動変容プログラム」0xの周知・普及を図ることにより、生活習慣病対策を進めます。
【汎用性の高い行動変容プログラム内容】
特定健診の受診率向上、特定保健指導の実施率向上、禁煙支援、高血圧対策、糖尿病対策

０中小企業で働く従業員とその家族等の健康づくりを進めるため、保険者と連携した働きかけや、従業員の健康づくり
に関する優れた取組みの表彰・周知を行うことにより、生活習慣を改善し、健康寿命の延伸を図ります。

０ 「いきいき百歳体操」などの普及などを通じて、公主導から住民主体の介護予防へと転換を図ります。 

１81１１ 

３3, 基本目標・基本的方向

9,２0x 高齢者等がいきいきと暮らせるまちづくり
高齢化が急速に進展する中、高齢者が可能な限り住み慣れた地域で安心していきいきと生活するためには、医療・介
護サービスをはじめ、必要なサービスを必要なときに受けることができる体制を整えるとともに、地域コミュニティの再構築や
住まい・生活支援サービスの提供などの基盤を整備する必要があります。 9,「地域包括ケアシステム」の構築0x

０大販府では、市町村における在宅医療と介護の連携推進に向けた取組み支援等を通じて、地域で安心して在宅生
活を送れる体制づくりを進めます。

特に、高齢者を人材資源と捉え、有償ボランティア等で活躍する場を創出することにより、世代内での助け合いを強化し
ます。

０不足が予想される介護人材について、地域関係機関や教育関係機関と連携し、女性や中高年層をはじめ、就学期の
若年者を対象とした福祉の職場体験等を通じて、福祉・介護の仕事の内容について理解を深めることにより、 人材確保
に努めます。

０高齢者をはじめ、あらゆる人が安心して快適に住み続けられ、多様な世代の新たな住民を惹きつけるとともに、幅広い
関連産業の創出・振興を図るなど、超高齢社会の課題解決と地域の活性化を進めるまちづくり「スマートェイジング・シ
ティ」9,※１0xの取組みを推進します。9,,国,０x9Ｔｏｐｉｃ④81スマートエイジング・シティ0x

「スマートェイジング・シティ」では、基礎自治体や地域関係者間の主体的な取組みを支援し、健康寿命の延伸と生涯
にわたる生活の質の向上のため、保健・医療・福祉に加えて、住宅、移動手段、都市機能などについても領域横断的に
課題解決を図ります。これにより、人口流出の抑制や、周辺地域からのまちなか居住、さらには東京圍等からのＵターンに
もつながるなど、都市部における「生涯活躍のまち構想9,※２0x」を実現します。

※１「スマートェインング・シティ」は、「大阪府市医療戦略会議提言9,Ｈ２６3,１0x」で示された戦略の１つです,

※２生涯活匯のまち橋想9,日本版ＣＣＲＣ9,ＣｏｎｔｉｎｕｉｎｇＣａｒｅＲｅｔｉｒｅｍｅｎｔＣｏｍｍｕｎｉｔｙ0x0x
一老後、まだ健康な間に入居し、人生最期の時までを過前高齢者のための生活共同体



Ｔｏｐｉｃ④ スマートエイジング・シティ
健康寿命の短さ、 医療・介護需要の増大、 必要なな�I・施設・サービスの不足、 医療・介護費用の増高などの課題

をどう乗り越えていくかが、喫緊の課題となっています。
一方で、医療や健康へのニーズの増大、多様化や、高齢者層のボリュームは、周辺関連分野も含めて大きな替在需

要の存在を意味し、ヘルスケアやシニアを対象にした市場の創出も期待できます。

こうした観点から、病気や要介護になる前の予防、健康づくりへ、そして、公的サービスから民間サービスへと府民意識
も政策も変革することが必要となっています。

そこで、「ヘルスケア」や「エイジング」をキーワードにして、今いる住民が住み慣れた地域で安心して快適に住み続けら
れ、多様な世代の新たな住民を惹きつける、超高齢社会の課題解決型の活気あるまちのモデル「スマートェイジング・シ
ティ」の実現をめざしています。住宅・都市政策も新たな視点で展開し、政策分野横断的に、人口減少・超高齢社会の
多領域の課題を解決するまちづくりを推進します。

大阪府では、都市部における「生涯活躍のまち構想」となる「スマートェイジング・シティ」の実現に向けた取組みを進め
ることにより、府民の健康寿命の延伸と生涯にわたるＱＯＬの向上を図るとともに、人口減少・超高齢社会に必要な新た
なサービスや製品の開発、提供など健康・医療関連産業、生活総合産業の創出、育成、振興を図ります。 

※ スマートエインング・シティの先行事例を第４章「活力ある
地域創出0x新しい「都市型スタイル」の提唱」の
「9,２0x地域類型別課題への対応9,地域の特色を
高める先進事例0x」において紹介しています。 

２９ 

３ 基本目標・基本的方向

３3, 基本目標・基本的方向

9,３0x あらゆる人が活躍できる「金員参画社会」の実現
若者・女性・高齢者・障がい者・在留外国人など、あらゆる人が活躍できる「全員参画社会」の実現に向け、個々の適

性や能力に応じたきめ細やかな就業や就学支援策などが求められます。
また、年齢を問わず、ボランティア活動等に気軽に参加できる環境づくりやＮＰ０の活性化も「全員参画社会」の実現に向

けて重要となっています。
さらに、人口減少や超高齢社会の進展により、コミュニティの希薄化が課題となる中、地域における見守り・発見・つな

ぎ機能の強化等を通じて、住民の理解や関心を高め、地域福祉を支える多様な人づくりが求められています。

０大阪府では、「第４次大阪府障がい者計画」に基づき、障がい福祉の総合的な推進に取り組んでいます。障がい者の
就労支援については、就職準備段階から就職後の定着支援に至るまで、地域の就労支援機関のネットワークの構築・
強化や福祉施設への人的・技術的支援のほか、企業への働きかけ等により、障がい者が安心して就職できる環境づくりを
進めます。特に、精神・発達障がい者については、 職場定着に課題があることから支援を強化します。

また、アート作品の販売支援等により、障がい者の創作活動が収入につながる仕組みを構築します。

０障がいのある子どもたちに対しては、「ともに学び、ともに育つ」教育を推進するため、支援学級・支援学校だけでなく、
小・中・高校等のすx9、、.ての学校で連１続性のある多様な学びの場を提供するとともに、就労や職場定着支援を行います。

０就職が困難な方の早期の就職や定着をめざし、以下の取組みを進めます。
・高等職業技術専門校等や、民間教育訓練機関を活用した職業訓練の充実
・OＳＡＫＡしごとフィールドが核となり、若者や女性、中高年齢者、障がい者、一般就業をめざす全ての方に対する支援
・発達障がい傾向があり、障がい受容が難しいもしくは気づきが乏しい方への支援
・中小企業に対する人材採用から職場定着までの一買した支援及びメンタル系サポートによる離職対策支援
・働く意欲のある高年齢者に対する多様な就業機会を提供するための職ｉ或開発
・ 生活困窮者等に対する就労支援員のサポート及び就労場所や就労体験等の受け入れ事業所の開拓

０働く意欲のある高齢者に対する多様な就業機会を提供するための職域開拓を進めます。
・ 高齢者力ｌ持つ優れた技術・経験に着目した職i或開拓
・高齢者の特性に着目した더部或開拓

※若者は①9,１0x、女性は①9,２0x、高齢者は③9,２0xにも記載しています。 １し30ｊ 



３,基本目標・基本的方向

基本目標④81安全。安心な地域をつくる
防災・治安の確保に向けて地域力の強化を図るとともに、公共施設等の利活用・長寿命化などを通じて

人口減少社会においても安全・安心で快適な都市基盤整備の最適化を実現します。

x9現状・ポテンシャル4, x9めぎす将来像4, 

・全国に先駆けた「逃げる」「凌ぐ」「防ぐ」の総合的な 
災害対策 

強み  ・全国有数の治水安全度 
・安全なまちづくりに向けた警察との連携 
・ファシリティマネジメントの推進 
・関係市と連携した密集市街地対策の強化 

・高齢化等による地域の防犯力・防災力の低下 
・南海トーっフ巨大地震による被害の想定 9,ゼロメート
ル地帯に人口・資産が集中0x 

・金国最大規模の密集市街地の存在 
弱み  ・近年、 実発的で局地的な集中豪雨が1環発 

・ひったくりなどの街頭犯罪、高齢者に対する特殊詐 
欺、子どもや女性に対する性犯罪が高水準で推移 

・交通事故の多発 3, 
・公共施設等の老朽化 

x9基本的方向4, 

３ 

9,１0x安全・安心の確保
9,２0x 都市基盤の再構築

基本目標・基本的方向

南海トラフ巨大地震対策、治安・防犯の推進等
ファシリティマネジメント等

【具体的目標】
０地震9,津波0xによる被害予測81１３３,０００人9,Ｈ２５0x→限りなくゼロに【0xＨ３６まで】
０ 地震時等に書しく危険な密集市街地の面積・地区数

81２,２４８ｈａ、７市ｌｌ地区9,Ｈ２６0x→解消【0xＨ３２まで】
x9参考指標4,ひったくりの認知件数、性犯罪の認知件数

«基本的方向»
9,ｌ0x安全・安心の確保

地域の高齢化力ｉ進む中、地震・津波・ 風水害などの様々な災害に対応する上で、地域防災力の向上をはじめとする
ソフト・ハード両面にわたる対策が急務となっています。
また、府民の安全・安心の確保には治安・防犯などの視点も欠かせません。ひったくりや高齢者に対する特殊詐欺、子

どもや女性に対する性犯罪は依然として高水準で推移しています。交通事故も同様です。これらの犯罪や事故等の抑
止のため、地域ぐるみでの防犯環境の充実や啓発が重要です。 

国ひったくりの認知件数9,Ｈ２６0x 

１,６００ 

１,２００

８００ 

４００

０ 
大阪 東京 神奈川 埼玉 兵庫

１,６００ 

１,４００ 

１,２００ 

１,０００

８００ 

国性犯罪の認知件数
9,強最と強制わいせつの路知件数の合計0x 

１,５５７ 

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ 

１3281 



３3, 基本目標・基本的方向

０南海トラフ巨大地震はもとより、土砂災害、風水害等の自然災害
から府民の生命・財産を守るため、計画的な災害対策等を進めるとと
もに、防災,減災を図る観点から、地域コミュニティに貢献する自主防
災組織や消防団等の充実強化、ＩＣＴの利活用の推進等により、地
域の住民自らが地域防災の担い手となる環境整備の充実など、 地
域防災力の強化を図ります。

０ 南海トラフ巨大地震等を見据え、 防潮堤の強化や,首� ・鉄道の耐
震性強化、密集市街地の解消、住宅・建築物の耐震化の促進、防
災公園の整備といったハード対策等について、着実に実施します。 

国被害軽減目標9,人的被害9,死者数0x0x 

０集中豪雨が頻発する近年の状況を鑑み、まちづくりと連携した総合的施
な治水対策、土石り災害対策を実施するとともに、住民の自主的な避難行動
の促進のため、防災情報の収集、発信機能の高度化を図ります。

０発災後の迅速かつ的確な初動対応9,こ向け、資機材の装備等を含めた応急災
害対策の充実強化を進めます。

０ 実践的な避難訓練や教職員に対する研修の実施など、学校・地域における防
災教育の充実を図り、 子どもたちが自らの命を守り抜く力の育成を図ります。

０まちの安全や治安の確保については、市町村をはじめ、地域のあらゆる方々と連
携し、また、その資源を活用することで地域防犯力を向上させるとともに、活動を地
域に根付力、せ、さらに活性化し、息の長い自律的な活動へとつなげます。  

０交通事故を未然に防止し、誰もが安全で安心できる交通環境を整備するため、
歩行者、 自転車通行空間の確保などの交通安全対策を着実に実施します。
また、防犯教育や交通安全教育を通じて、子どもたちの安全を確保します。 

目大阪府津波漫水想定図

３3, 基本目標・基本的方向

9,２0x 部市基盤の再構築
大阪府では、高度経済成長期以降に建設された都市基盤施設・9,インフラ0xをはじめ多くの公共施設等が、今後一斉
に更新時期を迎えるため、府民の安全・安心を確保しつつ、中長期を見通したうえで投資すべき事業の重点化を図って
いく必要があります。特に、建物については、今後１０年間で、建築後５０年を経過するものが全体の約４割を占めることと
なる一方で、 人口の減少や構成の変化により利用需要が変化することも予想されます。
また、高度経済成長期に、大量かつ集中的に整備された府域の道路や河川などの都市基盤施設についても、防災・ 

減災の視点も踏まえ、将来の更新も見据えた長寿命化対策などを、市町村と連携して進める必要があります。さらに、
大阪が魅力あるまちであり続けるためには、 自然環境・生活環境に配慮することも必要です。

０ 「大阪府ファシリティマネジメント基本方針」に基づき、資産の最適な経営管理という観点から、老朽化や利用状況な
ど公共施設等全体の状況を把握し、総合的かつ計画的な管理を行う「ファシリティマネンメント」を推進し、公共施設等
の長寿命化と総量最適化・有効活用を図ります。

国公共施設等9,建物0xの建替時期別延床面積9,平成２７年３月末現在0x 9,Ｘ１0x
延床面概9,nｌ0x 

９００,０００ 

８００,０００ 

７００,０００ 

６００,０００ 

５００,０００ 

４００,０００ 

３００,０００ 

２００,０００ 

1００,０００
０ 

２０1６ ２０1９ ２０２２ ２０２５ ２０２８ ２０３1 ２０３４ ２０３７ ２０４０ ２０４３
Ｈ２８ Ｈ３1 Ｈ３４ Ｈ３７ Ｈ４０ Ｈ４３ Ｈ４６ Ｈ４９ Ｈ５２ Ｈ５５ 

※１ 大阪市内の府営住宅については、平成２７年８月１日に移管済のものについて除いている
※２全ての建物について、耐用年数9,５０年と仮定0x経過後に建替えする場合
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３3,基本目標・基本的方向

基本目標⑤81都市としての経済機能を強化する
東京圏への経済機能の流出に歯止めをかけるとともに、関西経済圍の中心を担う大阪において、東西二

極の一極としての経済中枢機能、 世界との交流窓口となる中継都市機能を強化します。

x9現状・ポテンシャル4, x9めさ、す将来像4, 

・わが国第二の経済都市圈 
・ライフサイエンス、新工ネルキーなど成長産業の集積 
・中小企業の集積 

強み  ・金融機関・大学・研究機関の集積 
・創薬等の支援機能の集積9,ＡＭＥＤ創薬支援戦 
略部西日本統括部、 Ｐ Ｍ ＤＡ関西支部0x 

・多様な担い手との協働9,産学公民金の連携0x 
・充実した都市交通インフラ 

・東京團及び近隣府県への企業の流出 
・産業用地の不足 

弱み  ・人口減少に伴う労働力の不足 
・経営者・技術者の高齢化、後継者不足 
・環状交通ネットワーク機能が東京圏9,・中京圏0xと 
比較して低い 

x9基本的方向4, 

9,１0x産業の創出・振興: 9,２0x企業立地の促進
: 9,３0x活力ある農林水産業の実現
: 9,４0x多様な担い手との協働

9,５0x インフラの充実・強化

イノベーションの創出、起業・第二創業等
東京圈等への経済機能の流出抑制
都市型農業の振興等
民間など多様な担い手との幅広い連携・ネットワーク
広域交通インフラ整備等



３3,基本目標。基本的方向

【具体的目標】
０実質経済成長率81ｌ,２0x9,Ｈ２５大販府0x → 年平均２0x以上
０開業事業所数81８,３８３か所9,Ｈ２６0x → 1０,０００か所
x9参考指標4,農業産出数、 １人当たりの府内総生産

«墓本的方向»
9,ｌ0x産業の創出・振興

わが国第二の経済圈である大阪都市圏が、 「日本の成長をけん引する東西二極の一極として世界で存在感を発揮す
る都市」をめざし、価値創造9,ハイエンド0x都市と中継都市を担う9,大阪の成長戦略9,２０１５年２月版0x0xために
は、ライフサイエンス・新工ネルキー分野など大阪が有する特色や強みを活かしてイノベーションの創出を促進するとともに、
市町村、経済団体、金融機関等とのネットワークの強化による中小企業への支援、東京圏を中心に「プロフェッショナル
人材」や「企業が求める優秀な若者」などの人材還流の推進などにより、 効果的に産業の創出・振興を進める必要があ
ります° 国大阪府内企業海外進出状況9,Ｈ２５0x

０「믿家戦略特区」等最整胆な規製改革や「国際選略総合野通⊠ .ｍ
見」における産業要管、兄見療力強ｆヒ・を,0図る取素脱푼整x9し企果 ,,, 素富議富  81,0１x9x9x9x9x9見3,工ネルキーや医楽ロロ3,医療機器など、成長分野に挑戦する正 ,,、,�顯腦落繁 。3,,
業を支援します。 装一一、ー,0,01.::富 。=,,
また、ライフサイエンスや新エネルギー分野等における企業集積や ,,, ,0 .ｆl全基富護 ｆ言3,,,

研究開発の促進、新たなビジネスの創出などのイノベーション9,技 x9x9 １ｊｆ差義富3, ・813,818181�,0
術革新0xを生み出す環境整備を図ります。 ４3, , ,03,3,
9,→ＴｏＰｉｃ⑤81臨床研究中核病院等を活用した革新的医薬品x9 国海外進出企基x9数の推移

医療機器等の創出0x 社,,3,3,」

０人口減少や高齢化、ＴＰＰ協定9,環太平洋八x9ートナーシップ協
定0xの発効などに伴う市場の変化を見据え、成長著しいアジアなど
世界市場の開拓に積極的に打って出る在阪企業を支援するととも
に、今後需要の増大が見込まれる健康医療產業などの生活支援
型サービス等を強化します。 

出典81地域経済分析システム9,RＥＳＡＳ0xより府作成 ｉ,・,

３3,基本目標・基本的方向

０医薬品等の承認審査機関である医薬品医療機器総合機構9,ＰＭＤＡ0xについて、大阪・関西が強みを有する再生
医療分野においては、関西支部の相談機能を有効に活用しつつ、将来的には審査機能の関西支部への委譲をめざ
します。

０ 起業や第二創業の促進に向けて、市町村、商工会・商工会議所等による創業支援体制の整備とともに、女性・若
者・シニアなど多様な起業家を育成・支援します。また、 9,地独0x大阪府立産業技術総合研究所や大学等と
連携し、大阪の強みを活かした成長志向型の創業・ベンチャ一企業の輩出をめざします。

０製品・サービスの高付加価値化への支援により、革新的な都市型サービス産業の育成や地域産業の振興、さらには
少子・高齢化に伴う地域課題の解決等にも資するビンネスモデルを創出します。

０ ＥＧ9,工コノミックガーデニング9,※0x0xおおさか推進ネットワークなど、「産・学・公・民9,民間支援者0x・金9,金融機
関0x 」の連携・協働の強化により、中小企業にとって最適なビジネス環境の整備を進め、頑張る中小企業を応援しま
す。

０大阪府の年齢階層別転入超過数を見ると、中堅世代の転出が顕著となっている現状を踏まえ、東京圍の「プロフェッ
ショナル人材」や「企業が求める優秀な若者」を府内の中小企業Ｅ大阪版ｕnターンスキーム図
とマッチングさせることにより、「大阪版ＵＩＪターン」を進め、府内 ｒ�ｒ１ ,,0一ーーーー一, 
中小企業の人材確保を推進します。

０ 地域の中小企業の「攻めの経営」や「事業承継への取組み」
など、経営改善への意欲を喚起し、プロフェッショナル人材の
活用による企業の経営革新の実現を促す
「大阪府プロフェッショナル人材戦略拠点」を設置します。 

※エコノミックガーデニング・・・ 地域経済を「庭」、地元の中小企業を「植物」に見立て、
地域という土壊を生かして地元の中小企業を大切に育てることにより地域経済を
活性化させる政策





３3,基本目標・基本的方向

田大阪府における転入・転出企業数の推移
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出與81 9,株0x常国データパンク「大解,本社移章1１企業調査」9,２０１Ｓ3,８0x 
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２１８ 
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国大阪府外への転出超過数
9,都道府県別81２００５0x 
２０１４の合計0x 
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Ａフ６ 

Ｔｏｐｉｃ⑥地方拠点強化税制の活用
在阪企業の東京圍及び近隣府県への流出を防ぐとともに、 大阪以外の

他地域に対する立地競争力を維持し、再投資促進を図るため、地域再生
計画を策定し、地方拠点強化税制9,「移転型」及び「拡充型」0xを活用
することとしています。

ただし、現状の地方拠点強化税制では、大阪市の全域、守口市・
東大阪市・堺市の一部が除外されているといった課題もあります。

・移転型

ｌ４１ 

１９８ 

ＡＳ７ 

１x9Ｓ２３ １位 東京部 A３7２9,Ａ８ｇ0x 

２,４２４ ２位 量庫県 Ａ２ｇ４9,Ａl３0x 

Ａ９０１ ３位 奈良県 Ａll５9,十６0x

４位 京都府 Ａ ６４9,,0３0x 

５位 滋賀県 Ａ ２１9,Ａ４0x 
Ｘ 9, 0x内は資本金３ｔ意円以上の企業

０近能圈で対象外となっている工リア

東京２３区にある本社機能を地方に移転し、特定業務施設9,※0xを整備する事業
・拡充型 ,x9 
地方にある本社機能を拡充し、特定業務施設を整備する事業 x9 

0x※「調査・企画部門開処理部門」「研究開発部門」「国際事業部門」「その他管理業務部門」81

のいずれかを有する事務所又は研究所若しくは研修所であって重要な役割を担う事業所をいう3,
工場及び当該地域を管轄する営期所等は含まない, 

４１ 

３3,基本目標・基本的方向

Ｔｏｐｉｃ⑦国立循環器病研究センターを核とした北大販健康医療都市「健都」の形成
国北大阪パイオクラスターと北大阪健康医療

平成３０年度を目途に吹田操車場跡地に移転建替する国立循環器 都市9,健都0xのロケーション
病研究センターとその周辺地域において、 北大阪健康医療都市「健都」
の形成を推進します。「健都」を構成する、「健都イノベーション八x9一ク」を
中心に、健康と医療をキーワードとして、先端的な研究開発を行う企業
等の研究施設等を内外から誘致するため、関係者が一丸となって取組
みを進めます。

この円滑かつ着実な実現に向け、主にベンチャ一企業等の受皿となる
賃貸施設の整備・運営や、誘致対象となる企業等の立地を促進する
仕組み作りの検討が求められています。

・誘致のメインターゲットとなる事業分野
医療機器・医薬品・再生医療等製品や、食事・運動を含む
健康関連製品・サービス等の革新的な研究開発を行う企業

9,企業規模にはかかわりません0x 

Ｅ北大阪健康医療都市
9,健都0x、ｊ一ニング

出與81国立観環器病研究センターを核とした聞クラスタ一能協議金「一しれまでの検討の中間整理」 ４2 





３3, 基本目標・基本的方向

9,４0x多様な担い手との協働
人口構造をはじめ社会環境が大きく変化していく中、 Ｎ ＰO・民間企業など多様な担い手との幅広い連携・ネットワーク
により、社会全体を支えていくことが重要です。特に、近年、企業価値の向上という観点から、社会貢献活動に対する
ニーズが高まっており、民間企業等とのｗｉｎ,0ｗｉｎの関係による社会課題の解決に向けた取組みを一層充実・強化する
必要があります。公民連携により、企業や大学の知見やノウハウを取り入れることで、更なる施策効果の拡大と府民サー
ビスの向上をめざします。 また、 これらの取組みを通じて大阪全体での「稼ぐ力」を創出します。

０大阪府では、民間企業等と各部局9,事業担当課0xをつなぐ、一元的な窓口・相談9,コンシェルンユ0x機能と、庁内
バックアップ9,コーディネート0x機能を兼ね備えた「公民戦略連携デスク」に専任スタッフを配置しています。公民双方に
とってメリットのある、ｗｉｎ,0ｗｉｎの関係で社会課題の解決を図ります。 9,Ｅｌ,・Ｔｏｐｉｃ⑨81公民戦略連携テ、スク0x

０ 人口減少が進む中で、民間の創意工夫を最大限活用しながら、福祉など幅広い分野での社会課題の解決をめざす
ため、クラウドファンディングや社会的イン八x9クト投資9,ソーシャルイン八x9クトポンド0xなどの新たな手法についても、研究・検
討を進めます。

０地域の活性化やまちづくりなどの行政的課題や地域課題等に対して、多様な立場の関係者が、自由に意見やアイデ
アを出し合い、みんなで課題解決をめさす仕組みとして、「プラットフォーム」の活用があｌfられます。

大阪府では、府民、ＮＰ０、大学、企業等の多様な立場の人力集まり、対等な立場で交流・対話する「場」において、
アートやデザインの手法を取り入れることなどにより、社会課題の解決等を図る取組みを進めています。

9,Et,・Ｔｏｐｉｃ⑩81プラットフフｔームによる社会課題の解決0x

※プラットフォームによる課題解決事例を第４章「活力ある地域自ｌl出0x新しい「都市型ライフスタイル」の提唱」の「9,２0x
地域類型別課題への対応9,地域の特色を高める先進事例0x」において紹介しています。 

３3,基本目標・基本的方向

Ｔｏｐｉｃ⑨公民戦略連携テx9スク
従来の「行政完結型」から「連携・ネットワーク型」へと

府庁の仕事のやり方を変えるべく、 企業や大学の一元的窓口
となる『專任デスク』を平成２７年４月に設置しました。

都道府県では初の試みとなる当デスクが旗振り役となり、
公民連携を積極的に展開することで、 きめ細やかな府民サービス
の提供や地域経済の活性化をめざしています。

主な取組内容は下記のとおりです。
・セプンーイレプン・ジャパン81元気シニアの雇用促進

仕事説明会を共同で開催し、
府内のセブンーイレブン店舗で高齢者を募集。
元気シニアの雇用が拡大しています。

・イオン81ニート状態にある若者の就労支援

これまで
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設置後

若年就職困難者9,ニート状態の若者0xの職場就業体験を実施。 』搜業Ｐ,03,１ ａ
若年就職困難者の就労支援の裾野の拡大を図っています。 基富賽ｊ套81,08181ｎ 差管節 要富落義

ｆ３解海解業명 第ミ５一マート、ローソンの大手x981ェンスチェーン富量富議蒙賽器４社と「高齢者にやさしい地域づくり推進協定」を締結9,４社一斉は、全国初0x。 ,發義・・
徘徊行動等による行方不明高齢者の早期発見、保護など、高齢者をきめ細かく見守っています。

x9関障Ｓインｊ力塗装イペンｊの実施 ０１障力い者就力支援の一環として、府立支援学校等の生徒が参加する塗装イベントを実施。 讓 �、、１ 

「塗装」量源議謡９高、意ｊ空構總図られるとともに、新たな聯或に対する 富x9義Ｅ富ｌｔｊ 生 徒自 ます。 ,03,x9,,x9x9・・ 

４６ 



３,基本目標。基本的方向

Ｔｏｐｉｃ⑩プラットフォームによる社会課題の解決
大阪府では、多様な立場の人が集まり、対等な立場で行政的課題を共有する「場」に、アートやデザインの手法を取り入

れることなどにより、地域のオリンナリティや課題の本質を見つけ出し、みんなが一体となって、目標・理念・価値を追求し、共
有できる「プラットフォーム」をつくることで、社会課題の解決を進めています。

⊠ ９ 十 ０
住民 1１1１1ｔ Oｆ目標」  ０

も

・一”3,ｄO 一一x9 ｒ理念」,0

0x 行政的課題を ・�ニノ力号寺つ ０ｅ 「平」81４
81x9 みんなで共有 ｊ 、 能すること1こよって81 
: : 本質を追求し、人を引きつける力 つな81がっていく・

ｊ

 者驚灘基空 0x,0 異なる価値速を結びつける ②・みんなでx9生定ずる°０  

ｆ ・・3,3,3,マ3,3,3,・・、０ みんなが一体４なって創造する ０

０

 訴議器ｙト０

⊠
【これまでの取組み】

１x9ｔｔ⊠ｉ81１１二1ｔｔ81ｉ81 81二,81基0xｆl二・81１,0１3,,,Iｆ Iｉ◆三・ｉ
木津川遊歩空間整備 遊歩道と広場からなる遊歩空間の整備にあたり、地域から愛され誇りとされる規水空間を生み出すことで、市民

9,Ｈ２４0x0x81 が使いながら維持管理を担う、新しい社会インフララ轤泊gみつくり 3, 

わがまちカンヴァス9,Ｈ２５0x0x アートによる公共空間の活用などの手法を活用し、市町村の活性化など地域課題の解決を支授

安成川ダム利活用プラットフォーム安威川ダ通辺と部市部を結1１、活用と保全に寄与するプフツトフォームを構築9,大学,ＮＰ０、住民、クリエイ
9,Ｈ２５0x0x ター、行政等0xし、継続的な担い手を育成

新事業創造プラットフォーム事業 ビジネスを通じた社会的課題の解決に向けて、企業やユーザー、クリエイタ一等が参加する協創の場つくりを通じて、
Ｈ２７0x 課題の抽出とそれを解決し得る新たなサービスビンネスの創出を支援

４７ 

３3, 基本目標・基本的方向

9,５0xイ:ンフラの充実・強化
２４時間運用可能な関西国際空港や、国際コンテナ機能が整っている阪神港を有する大阪においては国際水準の域

内インフラを活かし、ゲートウェイ機能を発揮することが、産業振興や企業誘致を一層推進するための「鍵」となります。
また、リニア・北陸新幹線や新名神などの広域交通インフラ整備や、これらの整備効果を最大限発現できるよう府域の

交通機能を強化することも重要となっています。

０アジアの成長力を取り込み、日本各地へと聚ける中継拠点をめざすとともに、世界との交流機能の東京一極集中の是
正を図るため、関西国際空港については、首都圏空港と並,Ｓ、国際拠点空港としての機能強化を図ります。併せて、国
際コンテナ戦略港湾である阪神港の物流機能強化を図ります。

また、東西二極を結ぶ複数の高速,首⊠網の早期整備、高速道路の未整備区間9,ミッシングリンク0xの早期解消への
取組みなど、一般道も含めた道路ネットワークの充実・強化を進めるとともに、これらが有効活用されるよう、料金体系一
元化の実現に向けた取組みを進めます。

鉄道については、強い国土構造の構築を図る上で不可欠となる大都市圈を結ぶ広域交通インフラの複数ルート確保
に向けて、リニア中央新幹線・北陸新幹線の早期全線整備に向けた取組みを進めるとともに、広域拠点へのアクセス性
向上を図る鉄道ネットワークの充実や乗り継き負担軽減などの公共交通の利便性向上などに取り組みます。 

０ 戦略的にこれらの空港・港湾等のインフラを
整備・維持管理するために、ＰＰＰ0xＰＦＩによる
民間資金や.ノウハウの導入・活用を進めます。 

Ｅ道路ネットワーク

０また、地震等有事の際に、その被書を最小、１0x
化し、企業等が速やかに事業継続できるため ,ｆ 

の防災日１難x9、ｔ策や、首者및農で大空害が差 注,生した場ｉx9ｉにバックアップ機日ｂを発揮できる環 ・ｊｔ, 
境整備を進めます。 際

トワーク



３3,基本目標・基本的方向

基本目標⑥81定住魅力・部市魅力を強化する
大阪の住みやすさを向上させ、その定住魅力を発信するとともに、大阪のブランド力を高め、都市魅力を創

出,発信することで、内外からの集客を促進し、にきわいと交流人口の拡大を図ります。

x9現状・ポテンシャル4, x9めきす将来像4, 

強み  

・居住部門が高い評価 
9,世界の都市総合力ランキング81森記念財団0x 

・大都市としては比較的職住近接し、物価が安い 
・歴史的なまちなみや伝続的な祭りなど魅力資源の 
存在 

・大阪産9,もん0x、大阪製ブランド認証製品 

弱み  ・広報・ＰＲの弱さ 
・人口減少による空家・空地の増大 

x9基本的方向4,, 
3,ａ

1 9,１0x定住魅力の強化 居住魅力の発信、空家の活用等
: 9,２0x都市魅力の創出・発信 観光客の受入環境整備、国際エンターテイメント都市の創出等

３3,基本目標・基本的方向

【具体的目標】
０来販外国人81３７６万人9,Ｈ２６0x ,国ｔ, ６５０万【0xＨ３２年まで】
０転出超過率9,対東京圏0x 81０3,ｌ３9,Ｈ２６0x→前年を下回る

※転出9,入0x超過率x9転出9,入0x 超過数0x大阪府人ロ9,１０月１日0x
x9参考指標4,住宅流通件数に占める既存住宅のシェア、世界の部市総合力ランキング9,森記念財団0x 

«基本的方向»
9,ｌ0x定住魅力の強化 3,

森記念財団の「２０１５世界の都市総合力ランキング」において、大阪は居住部門について、アンアでは東京と並んで
高い評価となっています。
また、大阪には創意工夫のまち、시青にあ;Ｓ、れるまちという評価や、大都市としては、比較的職住近接し、通動時間

が短いことや、 衣食住の物価が安いといった利点も指摘されています。
大阪府内全域での交通等のインフラの充実を図ることも、住民の利便性を高め、定住魅力の向上につながります。 
これら大阪の魅力にさらに磨きをかけつつ、 子育て世代が住みやすいまちづ、くりを進めることにより、 大阪の魅力を内外
に発信していくことが重要です。
大阪という都市の定住魅力を高めることにより、東京圏への流出を防ぐとともに、女性や高齢者、若者など多様な

方々を東京国から呼び込み、定住できる9,x9人口対流0x環境づくりをめざします。

Ｅ世界の都市総合力ランキング9,２０１５0x 居住部門 Ｅ大阪の魅力9,戻りたい理由0x 

２８２,８ 
２８０3,８ 
２７８3,４ 
２７６3,６ 
２５６3,９ 



３3,基本目標・基本的方向

０ 市町村と連携し、大阪のあらゆる地域において、それそれの持つ価値や個性を磨くため、「グランドデザイン・大阪」「グ
ランドデザイン・大阪都市圏」の策定・推進などにより、定住魅力の向上を図ります。

０空家等を都市の居住魅力を向上させる有用かつ貴重な資産と捉え、周辺に悪影響を及9,ます空家等9,特定空家
等0xに対する取組みと、空家等の利活用や適正管理、除却等が促進される環境の整備を進めます。
9,Ｅ,３,Ｔｏｐｉｃ⑩81空家等対策0x

０府営住宅など公的賃貸住宅を地域の資産として、まちづくりへの活用を行います。その際、団地だけでなく、周辺地域
にサービスの提供を行う生活支援機能等の誘導を図るなど、 地域の課題解消や地域力の向上につながる取組みを進
めます。

０施設の老朽化、住民の高齢化が進む千里・泉北二ユータウンにおいて、民間事業者や地元市と連携し、多彩な機能
の積極的な導入を図るなど、まちの再生に向けた取組みを進めます。

０バス等の地域公共交通の確保・維持に向け、市町村と連携した取組みを進めます。

０ 「おおさか地域しこｎと支援センター」において、「全国移住ナビ」と連携しながら、今後、府内で働きたいと考える「ＵＩＪ
ターン就職希望者」を対象に「しごと」や「くらし」情報などを提供します。

また、府内の就業支援機関等の連携強化を図るために、「9,仮0x大阪府人材還流政策連１絡会」を設置します。 

※大阪の定住魅力の強化策については、第４章「活力ある地域創出0x新しい「都市型スタイル」の提唱」において、東
京圏との比較による大阪でのライフスタイルの提案9,企業の流出防止、誘致を含む0xや地域類型別の先進事例など
をとりまとめています。 

一
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３3,基本目標・基本的方向

Ｔｏｐｉｃ⑪空家等対策
空家等の増加は、まちの防犯性、防災性の低下や都市景観上の問題を生じるとともに、地域コミュニティの衰退を招く

など、都市の居住魅力の低下につながるため、その対策は喫緊の課題です。

大阪府においては、平成２５年住宅・土地統計調査9,確報集計結果0xによると、空家数は約６８万戸、空家率が
１４3,８0xにのぼり、平成２０年の同調査に比べ、５3,４万戸、０3,４ポイント増加しました。

「空家等対策の推進に関する特別措置法」力ｉ全面施行9,平成２７年５月２６日0xされたことを受け、特定空家等に対
する的確な措置を実施します。また、空家等を大都市大阪に残された有用かつ貴重な資産と捉え、居住魅力等を高め
るという「まち育て」の視点で、 空家等のフル活用を行い、 効果的な施策を戦略的に実施していきます。

因 「空家まち育て戦略・大販」の推進
・「空家まち育て戦略・大阪」の策定

「まち育て」の視点で戦略的に空家等対策を進めるため、 「空家まち育て戦略・大阪」を策定します。
・市町村における「空家まち育て戦略プラン」の作成・推進に対する支援

市町村において、 「空家まち育て戦略・大阪」の趣旨に基づき、 「空家等対策の推進に関する特別措置法」に基づく
「空家等対策計画」を地域まちづくり戦略9,空家まち育て戦略プラン0xとしで作成・推進するにあたり、府として支援し
ます。 

Ｅ特定空家等に対する取組み
・市町村による特定空家等の除却等の促進

「特定空家等」の判断の参考となる基準及び手続等の
一定の考え方を示した運用マニュアルを提示するなど
取組みを促進します。 3, 

・特定空家等のさらなる除却促進のための税制改正等
除却促進に向けた法制度上等の必要な措置を明らかにし、

国家要望等を実施します。 

地域住民の生活環境に深刻な影響を及ｌれている空家等9,特定空家等0xの事例 

５２ 
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３,基本目標・基本的方向
9,２0x 部市魅力の創出・発信

観光客の受入環境の整備や国際エンターテイメント都市″OＳＡＫＡ″の創出など、世界に通用する都市魅力を創造し、
インバウンドの強化を図ります。
大阪を特徴づける歴史的なまちなみや自然、食、地域の伝続的な祭りなど多彩な魅力資源を人々のシビックプライド
につなけるとともに、地域の連携強化を図りつつ府域への集客・回遊を促進します。
規制緩和による公共空間の活用促進など、文化・芸術・スポーツ活動が積極的に展開される環境を整えることで、国
内外からの集客を促進し、にきわいと交流人口の拡大を図ります。
また、地域が有するあらゆる資源を活かした地ｉ或独自のまちづくりを進め、都市の成長を加速します。
こうした都市魅力を創出し、内外に発信することで、大阪のイメージアップを図ります。

０ 海外観光客の玄関口である「中継都市・大阪」に、世界最高水準のエンターテイメントやＭＩＣＥなど様々な機能を持
つ「続合型リソート9,ＩＲ0x」の立地を促進するなど、世界に通用する都市魅力を創造します。
Ｘ ＭIＣＥ,0Ｍｅｅｔiｎｇ9,会議・研修・セミナー0x、Ｉｎｃｅｎｔiｖｅ ｔｏｕｒ9,報異・招待旅行0x、ＣｏｎｖｅｎｔｉｏｎまたはＣｏｎｆｅｒｅｎｃｅ9,大会・学会・国際会議0x、

Ｅｘｈiｂｉｔiｏｎ9,展示会0xの顯文字をとった造語,ビンネストラベルの一形態3,

０ ２０１９年ラグビーワールドカップや２０２０年東京オリンピック・八x9ラリンビックなど、大規模な国際的イベントの開催を控え、
日本への更なる観光客の増加が見込まれる中、大阪への誘客促進に向け、観光客受入のための基盤整備、文化・ 
生活習慣に配慮した対応など、受入環境の整備を推進します。また、世界的なスポーツイベントやトップアスリートなど大
阪が有する豊富なスポーツ資源を積極的に活用し、 観光集客や大阪の活性化を進めます。

０9,公財0x大阪観光局が「日本版ＤＭ０」として地域の連携強化を図り、「観光地経営」の視点に立った大阪における
観光地域づくりを推進します。 

※ 日本版ＤＭ０9,Ｄｅｓｔｉｎａｔｉｏｎ 
観光地域づく

ｔ0xＭａｒｋｅｔｉｎｇ Oｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ0x一観光地域づくりの舵取り役として、多様な関係者と共同しながら、
戦略を着実に実施するための調整機能を備えた法人 

０ 観光集客のみならず、消費拡大や経済効果も高く、さらに国内産業の活性化や国際競争力の向上につながる
Ｍ ＩＣ Ｅの誘致促進を図ります。

０知の拠点である大学など都市の魅力を高める施設等の誘致を進めることで、世界で存在感を発揮する都市 ,,0一一,
「大阪」のまちづくりを進めます。 ｊ81ｊｊ81ｌ 

３3, 基本目標・基本的方向
０ うめきたや千里中央地区など都市部の各拠点地区が機能分担・連携しつつ、国際ビンネス、イノベーション、文化・学

術、インバウンド機能の充実など国際競争力の高い一体的な地域の形成を進めます。
また、再開発事業などによる鉄適駅周辺等のまちづくりを進め、都市のにぎわいと魅力づ０を推進します。

０みどりを充実させることにより、国際都市に,0Ｓ、さわしい景観の形成、府民へのやすらぎ・憩い空間を提供します。

０大阪の優れた食材・加工品9,大阪産9,もん0x0xや製品9,大阪製ブランド認証製品・伝続工芸品0x等を積極的に
発信し、 販売力を強化することで、 大阪の「魅力」を全国に還透させます。

０ 大阪が有する歴史資産である「百舌鳥・古市古墳群」について、関係市と連携して、平成２８年度国内推薦の獲
得、平成３０年度世界文化遺産登録をめざして取組みを進めます。

０ 歴史・自然・文化に育まれた景観資源を再発見し、よりよいまちづ０に役立て、国内外に大阪の魅力を発信する
「ビュースポット」の取組みを府内市町村と協力して進めます。また、企業やＮＰ０などによる公共空間の活用により、地
域の価値を維持・向上させていくため、 「大阪版ＢＩＤ制度」の活用、普及など、エリアマネンメントの取組みを進めます。 
※ＢＩO9,Ｂｕｓｉｎｅｓｓ Ｉｍｐｒｏｖｅｍｅｎｔ Ｄiｓｔｒｉｃｔ0x一地域内の地権者に課される共同負担金を原資とし、地域内の必要なサービス事業を行う組織

０ 「水都大阪」のさらなる魅力づ、くりや世界に類を見ない光景観の創出、公共空間を活用した芸術文化活動の推進等
を行うとともに、これらを様々な機会を捉えて内外に発信することなどを通じて、府域への集客力を高めます。また、地域
との連携のもと、歴史や文化など大阪が有するポテンシャルを活かした都市魅力の創出・発信を図ります。 

Ｅ大阪府広報担当副知事
「もずやん」



３3,基本目標。基本的方向

困国への働きかけについて
9,ｌ0x国機関等の移転・設置

東京一極集中を是正し、 大阪における「しごと」と「ひと」の好循環を生むために必要な国機関の移転・設置を求めていきます。 
また、関西広域連合とも連携し、大阪・関西への国機関の移転・設置を求めます。 

中央  特許庁  特許庁の審査拠点を新たに大阪に言精  
省庁  ０ 「世界最速・最高品質の知財システムと大規模災害発生時の八x9ツクアップ  府 

体制確立」に寄与  の 
大阪・関西のものづくり企業の技術革新と知財戦略への取組み促進  提 

案 
を 
受 
け 

中小企業庁  双眼型国土構造の形成9,東京一極集中是正0x  
→中小企業の現場実態に即した政策展開  

独立  工業所有権  工業所有権相談業務及び情報流通業務の実務を担う法人。特許庁の審査拠  
行政  情報・研修館  点とセットでの支援拠点設置  国 
法人  ⊠ ものづくり企業の知財戦略取組みの支援体制強化 

大阪・関西の大学・企業・研究所等の集積を活かし、特許庁の人材育成,  
に 
お 

研修に寄与  い 
て 
検 
討 
中 

国立健康・栄養  国立研究開発法人医薬基盤・ 健康 ・栄養研究所として、大阪にある医薬基盤  
研究所  研究所と組織統合したことを踏まえ、健康・栄養研究所を大阪に設置  

国ｔ,医薬基盤研究所と同じ大阪に立地することで続合によるシナジ一効果を  
高め、 健康と医療分野での支援環境の強化  

医薬品医療機器  再生医療分野の審査機能の関西支部への委譲  
総合機構  → 大阪・関西が強みを有する再生医療分野における研究開発の加速化や  

9,ＰＭＤＡ0x  早期実用化  
ｏ ＰＭＤＡ関西支部の相談機能を有効に活用しつつ、委譲をめざす。  

５５ 

３3,基本目標・基本的方向

9,２0x地方拠点強化税制 
地方拠点強化税制は、 地方創生の実現に向け、 東京圏から地方への人の流れ等を促進する趣旨で創設されたものであ
るにもかかわらず、近畿圍中心部9,大阪府では、大阪市の全域、守口市・東大阪市・堺市の一部0xが「支援対象外地
域」として、対象から除外されています。
大阪府では、府域全体で企業の集積・立地競争力を確保する観点から、支援対象外地域の見直しについて、国に働き

かけていきます。 

9,３0x 税財源自主権の確立
税財源自主権の確立を図るとともに、それまでの間は、大都市圏特有の行政需要、今後の社会保障関係経費の増加な
どに対応し、 安定した財政運営が行えるよう、 必要な地方一般財源総額を臨時財政対策債に依存することなく確保するこ
とや、地方法人税については、早急に廃止し、地方税として復元すること等について、引き続き国に求めていきます。 

9,４0x民間が自由に活動できる環境整備9,規制改革0x
地域経済の活性化を推進し、地方創生を図っていくためには、地域・民間の創意工夫や実情に応じた取組みの障害とな
る規制を改革していく必要があります。 ・
このため、府内事業者の具体的なニーズに応じて、特区制度や国の規制改革会議などを通して、国に働きかけを行い、民

間が自由に活動できる環境を整備することによって、大阪の成長と大阪産業の活性化をめざします。 
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４。活力ある地域創出0x新しい「都市型ライフスタイル」の提唱

４3,活力ある地域創出0x新しい「都市型ライフスタイル」の提唱
9,ｌ0x大販の魅力を活かした「人口対流」の実現大販の現状

圍域別にみると、近畿圏は中部圏とほ9,ま同数の就業者数です。製造業が突出している中部圏に比べ、さまざまな産
業にバランスよく分布している点が特徴的です。 一方で、 首都圏と比べ情報通信業の従事者が少ない点が顕著です。

また、医薬品・医療機器の出荷額や、人口あたりの飲食店数などは他圈域よりも顕著に多く、これらが特徴的な産
業といえます。

産業別の従業員数構成比

０3,３ 

首都国9,２１,４ｓ１,０６１人0x 

０3,３ 

近性圈9,１１,２２２,７Ｓ８人0x 

０3,６ 

中部国1１０,８９１１n７人0x 

製造品出荷額9, 

-



４3,活力ある地域創出 0x新しい「都市型ライフスタイル」の提唱
9,ｌ0x大販の魅力を活かした「人口対流」の実現大販の現状

大阪府において本社立地企業は、大企業を中心に毎年１００件近い流出超過が続いています。２００２0x２０１１年ま
での１０年間に転出した企業の売上高は合計１４兆円超にのほっており、雇用や税収面に少なからず影響を与えてい
るものと思われます。府内総生産の全国シェアは長期的に低下傾向にあります。 

出典81国新能十年報より作成

府内総生産および金国シェア

出典81大阪府民経済計算9,平成２４年度歴報支出側・実質9,固定基準年方式0x0x 59811 

４, 活力ある地域創出 0x新しい「都市型ライフスタイル」の提唱
9,１0x大販の魅力を活かした「人口対流」の実現大阪の現状

１・二ｌ １一二・,0・,0・,0二一ｔ,0・一一・・一8181,0・・81ｌx981・一 １ ,081�、81・ＭI81,08181・一x93,81 x981,0・81,,0818181x9 81,081１ｊ 3,・１81・x9,0ｌ,081 �81�x981・3,x9・・81x9,081ｌ81,0,81１・81１１8181ｌl・

その一方で大阪では、新産業のさらなる強化や、新しいイノベーションの芽生えも見られます。
大阪・関西が強みを有するライフサイエンス分野、環境・新工ネルキー分野においては、世界有数の拠点を目指して

「関西イ.ノベーション国際戦略総合特区」が推進されています。
また、大阪市のグローバルイノベーション創出支援事業や大阪イノベーションハブの設立以降、そこを拠点に多くの人

材が交流しており、 「ハツク大阪ファンド」や「梅田スタートアッカアンド」といった大阪を拠点としたＶｃ 9,ベンチャーキャピ
タル0xが立ち上がるなど、関西のスタートアップを取り巻く環境はこの数年でかなり変化しています。
さらに、大阪の「主体性ある市民」の力を活かして、草の根的に社会課題を解決するための取組みも立ち上がってい

ます° 関西イ3,x9ペーション国際戦略総合特区 グローバールイJペーション創出支提事業の全体像



４3,活力ある地域創出 0x新しい「都市型ライフスタイル」の提唱
9,ｌ0x大販の魅力を活かした「人口対流」の実現東京固との比較

世界の都市総合力ランキングにおいて、大阪は４０都市中２４位であり、前年の２６位から２ランクアップしています。分
野別にみると「研究・開発」については１２位、「居住」については１６位にランクされており、大阪の強みとなっています。 

出典81森記念財団「世界の部市総合力ランキング２０１Ｓ」
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４3,活力ある地域創出0x新しい「都市型ライフスタイル」の提唱
9,ｌ0x大販の腫力を活かした「人口対流」の実現東京圏との比較

研究・開発に関して、関西圏は大学数、科研費助成事業シェアともに絶対数では首都圏に及ばないものの、「人口
あたり」「大学あたり」ではともに首都圏を上回っており、厚みのある学術基盤を保持しています。
また、 企業の研究機関についても一定の集積があります。 研究開発機能が付設された工場の割合は首都圏を上

回っており、特に「応用」研究機能を有する工場の割合が高くなっています。 

大阪圈

工リア内に立地する大学の学部数

１０ １３ １１９ １４２1 ７3,  

２０３ ２２５ ６3,３ 
総務省「住民基本台帳年齢別人口」

研究機関の立地件数 9,都道府県別・２００ｓ年0x

ｆl二１,0Iｔ,⊠１81 ｆ発ｉ8113,1常Ｊ１１81 要通.,01
ｌ 東京部 ４９９  ｉ５3,ｌ

２ 神奈川県 ３８２ １１3,６

ｉ大前 ３００ ,0 ９3,x9

４ ｉ３玉県  ２０ａ  ,0６3,３
Ｓ 重知県 １７６ ５3,３

６ 兵庫県 １７３ ５3,２

７ 千菜県 １６７ ５3,ｌ
８ 茨城県 １６Ｓ Ｓ3,０

９ 静同県 １３４ ４3,１
1０ 解県 ９３ ２3,８

出典81大解能業開発研究所
「企業における研究機関の設置状況に関する調査」

地域別科研費助成事業シェア9,２０１３年
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４3, 活力ある地域創出 0x新しい「都市型ライフスタイル」の提唱
9,ｌ0x大販の魅力を活かした「人口対流」の実現東京圈との比較

住まいに関して、大阪圏は「住宅の１人あたり延べ面積」や「平均消費者物価」、 「平均混雑率」、 「通勤時間」につ
いて首都圏の水準を上回っており、暮らしやすい環境にあると言えます。

住宅水準0x１人あたり延べ面積9,rri0x人0x81 最遍雑区間における平均混雑率の推移

出典81住宅・ｉ地統計調査9,総務省0xを基に作成

東京固

平均消資者物価地域差指数 9,２０１３年0x 

家計を主に支える者の通勤時間9,中位数0x
家計を主に支える者が雇用者である普通世帯

ＳO 

４０ 

３０ 

２０ 

１０ 

０ 

１”１ 

出典81住宅・・tiｌl統計調査9,総器省0xを基に作成

４3,活力ある地域創出0x新しい「都市型ライフスタイル」の提唱
9,ｌ0x大販の魅力を活かした「人口対流」の実現大販の識み・特徴

他の圏域と比較して、大阪圍は生活環境や学術基盤、文化ストックに強みを有しています。
現在議論されている広域地方計画で示された戦略の方向性でも、経済活動とこれらをバランスよくとりあけｔいる点が

特徴と言えます。 3, 

ｏ企業・人材の集
強 積  
み ｏ国際的なビンネ

東 ス環境 ,0 
京
圍 ｏ異次元の高齢

 弱 化、育児・介題
み ｏ屋住コスト

ｏ 函集市街地

ｏ中望接の厚み・ｏ生活願 

強 01野究環境、研究ｏ学術基鐵9,大
み１ 開発成果  3,, 学0x3, 、3, 

大 ,03,  ,0  ,0
阪

 x93,3,3, 81 3, 3, 81 3, 

圏 03,大:企業の流出3, ｏ 密集市街地 .
弱

 ,,0・  

み

 、3,81   

ｏ製造業9,自動 ｏ住宅水準
強 車、航空機部品
み 等0x

中
部
圍

弱
み

ｏ２０２０年五輸
ｏ集客施設9,美

術館等0x
ｏ ＭＩＣＥ 

ｏ社会関係資本 ｏ２０２０年五輪をターｎツトに、9,ＮＰ０0x Ｐ

０0巨大災書のリスク１ 
ｏ鉄道の混雑 

ｏ相対的に弱いイ
ンバウンド観光

製造業に特化した強みを更に強化する方向





４3, 活力ある地域創出 0x新しい「都市型ライフスタイル」の提唱
9,ｌ0x大販の魅力を活かした「人口対流」の実現,0新しい価値を提示し、世界で存在感を発揮し続ける都市″大販の実現

東京圏への人口流出超過に歯止めをかけるため、 大阪の強みである「住みやすさ」と「働きやすさ」と「研究開発・新し
いことへのチャレンンのしやすさ」のバランスをさらに高めます。
仕事が原因で東京に流出する人口を減らすと同時に、住みやすさを求めて東京から流入する人口を増やし、東京か

ら大阪への人口対流をより大きな流れにしていくことを目指します。 

大販の現状
居住環境が良い

ｏ 住宅水準
ｏ 生活のしやすさ

ｏ 産業描造のバランスの良さ
ｏ 消資市場の願・降
ｏ 生活産業の集積

大販の強み。
さらに強化

すべきポイント
技術に根差した

新しい産業の興り

まち。ひと。しこ、と
創生総合戦略の

基本目標

４3, 活力ある地域創出 0x新しい「都市型ライフスタイル」の提唱
9,ｌ0x大販の魅力を活かした「人口対流」の実現,0新しい価値を提示し、世界で存在感を発揮し続ける部市″大阪の実現

「住みやすさ」と「働きやすさ」と「研究開発・新しいことへのチャレンンのしやすさ」のバランスをさらに高めることで、東京
圏への企業流出にも歯止めをかけ、産業競争力の強化・新産業の創出を加速します。
技術・研究開発機能を起点に、産業の新陳代謝を持続させることで、産業構造や差別化要因を変化させながら常

に国際競争力のある都市であり続けます。

売

一81二、,

技術に根差した 81818181818181818181研ｎ開発ア一選が 、
新しい産業の興り 1x9  次世代産業 継ｉ理的ｌ�生まれ続ける

１ １
１3,,0 ｅ ＩｏＴ ,0,0x9 3,１

ｌ 、 eーインダストリー43,0 , １
１

,１,, ,03,１10・,2.,0次産業化、 二.3,� 81１

・81 818181818181818181818181二8181818181818181818181818181�



４ 活力ある地域創出 0x新しい「都市型ライフスタイル」の提唱
9,１0x大販の魅力を活かした「人口対流」の実現都市型ライフスタイルを実現"自分らしく暮らすなら大販81,0

これまで提示した大阪の強みや特徴を踏まえ、 「生活」「仕事」「地域」「研究・開発」の各分野で想定される「都市型
ライフスタイル」の一例を紹介します。
大阪は、 「住みやすさ」と「働きやすさ」と「研究開発・新しいことへのチャレンジのしやすさ」をより高いレベルで両立させ
ることで、 長期的に東京とは異なる新しい都市像を実現します。
大阪では、性別・年代を問わず、質の高い、自分らしい暮らしを実現することができます。 

仕事も遊びも子育ても81自分５しく害らすな６大販81
【３０代、共働き、子育て世帯の方々に１

大阪では、部心で便利・快適な「職住近接」の暮らしを実現することも、郊外で子育てをしな力ｌら都心に通動することも可能です3,ハイクラ
スな住宅からお手頃な中古・リノペーション物件まで、多様な住環境がそろっており、自分らしい住まいを実現することができます,また、近隣
に商業施設や、日り帯りで楽しめる豊富な観光資源があり、充実した余暇を過ごせます。このように、大阪の充実した住・働・遊資源が、
「ワークライフバランス9,家族と仕事の両立0x」を実現し、あなたらしい喜らしできる環境が整っています, 

６９ 

４3, 活力ある地域創出 0x新しい「都市型ライフスタイル」の提唱
9,ｌ0x大販の魅力を活かした「人口対流」の実現部市型ライフスタイルを実現,0起業するなら大販81″

8113, に,0・・81Ａ�、・81� ｌ ,0・・一一１、一ｌ・,0・ ｔ,081�・3,・81,0x9,081１１ ・�,0・一x981,0・・・一x9x9・・3,,0・x9業813,81lｌ,0・x98181ワ,�・・学一81・8181・・一81・8181,0,0１１,081・一81・8181,0・�x9・、・ 81１、ー,0

大阪では、「うめきた」エリアを中心に起業しやすい環境が急速に整いつつあります。ナレッンキャビタルにおいて「人と人
とのつながり」をベースに新しい事業・市場の創出を促す環境づくりが進むなど、 大阪にしかない独自の環境も生まれて
います。また、大阪・関西国は今後イ.ノベーションが期待される環境・工ネルキー、健康・医療、観光などの分野につい
て、 東京圍に次ぐ第二の市場規模を有しています。 

「ナレッ、ジイJペーション」を実現するなら大販81
【革新的な新事業を構想する起業家の方々に】

大阪の中心部に２０１３年に開業した「ナレッジキャピタル」は、企
業人、研究者、クリエイター、そして一般生活者といったさまざまな
人々が持つ「知」を互いに融合させ、新しい価値を生み出す世界
に類例のないユニークな施設です。

大阪には、社会を変革するイＪx9ペーションを創出するための基盤
があります。 3,

ナレッジキャピタルの ナレッジキャピタルで生まれた
コ、光プト 「知的交流」事例 

出典81「ナレッジキャピタル」報道用
基確資料より

「ものづくり」で起業するなら大販81
【技術・ものづくり起点の新事業を構想する起業家の方々に】

大阪では、 中小企業を含む技術・ものづくり企業や研究開発機
能の集積が強みのひとつとなっています,

また、技術・ものづくり企業の支援に強みを有するインキユペーショ
ン施設も多く、技術・ものづくり分野での起業に適しています, 

大阪府のインキユペーション施設
ｏ   ノシーズ象尾9,大阪市0x★
ｏ 大阪市立大学 衫・本インキユペータ9,大阪市0x★
ｏ 大阪デザイ,0ン振興方ザ9,大阪市0x
ｏ ソフト産業81方ザイメディオ9,大阪市0x
・ 産創館 起業支還スペース「立志廣」9,大阪市0x
ｏ ,0,0r;リブt]ンテイア堺9,堺市0x★
ｏ さかい新事業aｌ造センターｓ,0ｃｕｂｅ9,堺市0x★
ｏ とよなか起業チャレンンセンター9,豊中市0x
ｏ いけだピアまるセンター9,池田市0x
ｏ 産業技術総含研究所関西産学官連換研究練 9,池田市0x★
ｏ 被方市立地域域域性化支援センター(枚方市0x
ｏ 彩部パィォインキユペータ9,茨木市0x★
ｏ 彩部パイオイＪベーショ、�ンター9,表木市0x★
ｏ 彩部パィフIt�レズセ.ンター9,表木市0x★
ｏ 大阪大学学a業科学研究所企業リサーテIｔーク9,茨木市0x★
ｏ ノ限市立中小企業サポートセンター9,0xx�s0x
ｏ 關放研究室 (産技研インキ・ペータ0x 9,和泉市0x★
ｏ クリエイション・コア東大阪9,東大阪市0x★
ｏ 東大阪市立産業技術支握センター9,東大阪市0x★
ｏ 大阪商業大学大商大アントレ・ラボ9,東大阪市0x

9,Ｘ★印は特に「研究」「技術」「ｔのx9ｆくり」の支IE:強みがあるイン奉ユペーンヨン施設0x 

７０ 



４3, 活力ある地域創出 0x新しい「都市型ライフスタイル」の提唱
9,１0x大販の魅力を活かした「人口対流」の実現部市型ライフスタイルを実現,0地域で活躍するなら大販81,0

大阪では、「民」の力を中心に発展を遂げてきた歴史があります。また、地域を愛する気持ちも強く、人と人とのつなが
りも広く、深いＬ1也域です。現在でも、住民主体の地域に根差した活動がさまざまな場所で行われています。あわせて、
住み憤れた地域で生涯にわたっていきいきと活躍できる環境づ、くりも進んでいます。 

地域に根差して活躍するなら大販81
【社会課題を解決したい、自分らしく働きたい方々に】

課題先進地域・大阪は、「大阪を変える１００人会議」など、社
会課題の解決を目指すソーシャルベンチャーの一大集積地となって
います。プレイヤーとしてのソーシヤルペンチャーだけでなく、それを受
け入れる社会風土、支援団体などがそろっています,

大阪では、地域とつながりを持ちながら、地域に貢献したり、組織
や形に提われずに活躍することができます, 

アクティブ、なシニアライフを送るなら大阪81
【住みx9價れたまちで生渡活躍したい中高年の方々に】

大阪ては、都心部・郊外部の先行モデル地域で「スマートエイジ
ング・シティ」の取り組みが進められており、アクティブなシニアライフか
ら将来的に万一介護が必要になったときのサポートまて、シームレス
に移行することが可能です。シニアが喜らしやすいまちづくりは、子育
て世代や若者など多様な世代が喜らしやすいまちづ０にもつながり
ます,

快適な都市型ライフスタイルを送りながら、これまての経験を活か
してプロフェッショナル人材として活躍することができます。

スマートエイジング・シティ先行モデル地域における取り組み
9,Ｘ具体的事業が開始されている主な地域例0x

ｏ 地域包括ケアシステムの実現をめざし、医療と介護の
大販市 まちつくりのための株式会社を中心に経済合理性を確

東定川区 保し、持続可能な社会ンステムを目指す
9,都心部0x ｏ住民参加で生選にわたって言體できる社会81ｉ,0デルを

橋築

大阪市 ｏ UＲの集合住宅を,言用
城東区・東成区 ｏ早期介入・支援のためのネットワークを構築し、健康で

9,都心部0x 安心してててらせる環境づくり

大販を変える1００人会議
大阪におけるさまざまな社会課題解決に向かう社会的事業
者自らが組織し、行政や企業・地緑組織などと有機的な協
働を深めるためのプラットホームを目指し、より良き市民社会
形成に寄与していこうとする団体

出典81大阪を変える１００人会議ホームページ

河内長野市 ｏ二ユータウン地・ｊfおいて団地再生のまちつくりを展開
x9南花台 ｏ企業や病院と理接した雙仲團つくりを実施3,

9,郊外部0x ｏ生涯にわたって安心してて墲轤轤続け５れるまちつくりをロ目指す  

４, 活力ある地域創出 0x新しい「都市型ライフスタイル」の提唱
9,１0x大販の魅力を活かした「人口対流」の実現都市型ライフスタイルを実現x9研究開発なら大販81,0

大阪には、さまざまな分野・フェーズの研究開発拠点と、研究者が研究しやすく暮らしやすい環境があります。 

「企業の研究開発」なら大販81
【研究者9,企業0xの方々に】

大阪には、 企業の研究機関の設置が東京圏に次いで
多く、研究者の居住環境や生活面を含めた「研究のしや
すさ」にも強みがあります。 3, 

また、研究拠点が製造拠点と一体になっているケースが
多く、応用研究や商品開発も強みになっています3, 

9,例3,ライフサイエンス分野0x 

「基礎研究」「実用化に向けた先端領域の研究」なら大阪 81 
【研究者9,大学・研究機関0xの方々に】

大阪・関西圍は人口あたりの「大学数」、大学あたりの「科研費助成事
業シェア」ともに首都圏を上回っており、厚みのある学術基盤を保持してい
ます。 x9

また、ライフサイエンス分野に代表されるように、基礎研究や先端領域の
研究においても研究機関の集積が進んでおり、将来的な新産業の創出に
つながる独自性の高い研究がすすめられています, 

１,0,0,0１ 
１7 2 81１ 



４, 活力ある地域創出 0x新しい「都市型ライフスタイル」の提唱
9,ｌ0x大販の魅力を活かした「人口対流」の実現観光魅力を発信,0エンターテイメントなら大阪81″

国際エンターテイメント都市″OＳＡＫＡ″として、国内・海外の交流人口拡大に向けた一例を紹介します。
大阪は、水運に支えられて経済と文化の中心的都市として発展し、明治の頃には,0水の都″と呼ばれていました, 
現在、 世界でも稀な地形である、 川が都心部を口の字にめぐる「水の回廊」を中心にまち力ｆ進化し続けています。 

「エンターテイメントを楽しむ」なら大販81
【関連事業者、大阪訪問者9,国内・海外とも0xの方々に】

水の回廊を中心に水辺のシンボル空間やみどりを活かしたにきわいづくり、護岸や橋梁のライト
アップなどの恒常的な光景観の創出を推進しています。

また、大阪のメインストリートである「御堂筋」を活用したにぎわいづくりなど「大阪ならでは」の
都市魅力を創造し、大阪の魅力を国内外に広くアピールしています, 

水辺のｉ振わい創出9,水都大阪フェス0x 

プ0x基差富前的な光量観の創出9,橋梁・解のライトァ 

  

７３ 

４3,活力ある地域創出 0x新しい「都市型ライフスタイル」の提唱
9,ｌ0x大販の魅力を活かした「人口対流」の実現 観光魅力を発信,0歴史・文化を堪能するなら大販81″

、一8181・一,0x9・・・ 、・81・�81、81一一・、81,0・81・一一一�一81・・一x981１1�一,081,0、3,x9810x・81ｌ・一一8181�・81・x9,0・0x3,81�・8181,0,0・・・・,0・・・81,0１１,0,0・.81・81・,0・81 ,08181,81・818181

大阪は、わが国最古の都が置かれた土地であり、また、古代から海上交通の要衝として、長く経済・文化の中心地
であったため、多くの歴史的・文化的這産が残されています。また、「上方文化」として知られるすぐれた伝統芸能や、
社寺や地域の祭なども数多く受け継がれています。 



４3, 活力ある地域創出 0x新しい「都市型ライフスタイル」の提唱
9,ｌ0x大販の魅力を活かした「人口対流」の実現観光魅力を発信x9アジア・世界とつながるなら大販81″

近年アジアを中心に訪日客が急激に増加しており、インバウンド市場は今後ますます成長が期待されます。特に大阪
は、関空でのＬＣＣ路線の増加もあり訪日客の増加が者しく、人口減少が見込まれる中、アジアの成長を取り込むこと
の重要性がよりいっそう増しています。また、大阪への留学生も年々増加しています。大阪では、より身近にアジア・世
界とのつながりを感じることができます。 

「インバリンド」なら大販81
【関連事業者、外国人旅行者9,特にアジア地域を中心に0xの方々に】

大阪・関西には国内有数の観光資源の集積と交通インフラがあり、アジア地域を中
心としたビンネス・観光目的の旅行者等の増加を背景にインバウンド需要は急激に拡
大しており、さまざまなビジネスチャンスが期待できます, 

訪日客数・関空利用者数の推移

「留学」なら大販81
【留学生、教育機関関係者の方々に】

大阪には、高度な学術研究や幅広い分野で専
門的な知識・資格取得に取り組むことができ、留学
生サポートも充実した教育機関が集積しています,

また、東京と比べて家賃や物価が安いことや人々
の開放的な気質もあり、留学生が学び・暮らしやす
い環境にあります, 大阪の外国人留学生数

府内の教育機関と連携 3,3,,１3, ,0 81 
して、東南アジアを中心に １１81,0 ,0 3,議報話織生ｉi

⊠の呼び込みを図っています。 ｕ  81
、・ｌ、0xx9地,由81・ｌ・・・81ｌ

留学フェアの様子

７５ 

４, 活力ある地域創出 0x新しい「都市型ライフスタイル」の提唱
9,２0x 地域類型別課題への対応

大阪は、経済産業機能の集積、交通利便性の高さなど、都市魅力はもちろんのこと、歴史ある街並みや豊かな緑な
ど、個性あ,0Ｓ、れる魅力的な地域資源を有しています。一方、人口減少・超高齢社会が展開するなかで、インナーエリ
アにみられる都市機能の低下や、住環境の悪化、中山間地域における過疎化の問題など、それそれ特有の地域課
題を抱いています。
こうした課題に的確に対応し、府域全体として活力ある地域創出をめざした取組みを進めていくことが求められていま

す。 

都心部 3,・者Ｐ市の中心部であり、オフィス、
x9 商業が多く立地3,また、住宅も
3, 一定程度存在 

郊外部

スフロール現象で自然発生的
に発展してきた工リア,オフィス、
商業、住宅、工場9,小規模0x 
などが温在,

都心部のべツドタウンとして計画
されたエリア3,住宅や工場が立
地3, 

山間部,0 ・農地・線地が中心, 

便利・アクセスが良い
ビンネス機会が多い
情報発信しやすい
多様性が受容される
文化・娯楽・観光資源が多い
職住近接が可能

生活コストが高い
医療、介護、育児なとの生活
サービスが不足
混雑している
危険個所が多い

ビ◆;1ネスエリアとしての発展3,ＢＩＤな
ど新しい仕組みを取り入れ、国際的
な部市を目指す。
文化・ 観光エリアとして、利便性の向
上、コ.;,テンツの充実を図る。
Iｔ81１:t環境の改番。 

都心までのアクセス力⊠良い ・ 火,１1・�害・ｊスク力�大きい密集 ・ 興者に設く、空心・ま全なま右づx9くり。 
駅周辺にスーパー・商店街など 市街地力ｔ大規模に存在 ・ 駅周辺のにきx9わいを生み出し、仕
の生活関連の商業施設が充 ・ 閑散とした駅前商店街 事・x9Ｓし面方を活性化し、特色ある
実している ・ 単身高齢者が増加 まｔ,0:)くりを進める。 

均質性が高く、安金・安心 ・ 団地,住宅地の老朽化
子どもが遊べる場所力ｌ多く、子 ・ 空き家の増加
育てしやすい ・ コミュニティの希薄化
家庭菜園ができる ・ 単身高齢者が增加

線が多い ・ 都心までのアクセスが悪い
農業、健康つくり、スローライフ・ 過疎化
が可能 ・ 基幹病院等まて遠く、医癌など

の各種サービスが行き届きにくい
 車が不可欠

・ 就学・就職先が少ない

う医療、みまｔｉり
るよ

备種インフラを整備する。
ill始資源などの設みを活かしたまち
づくりを進める。 



４3, 活力ある地域創出 0x新しい「都市型ライフスタイル」の提唱
9,２0x地喊類型別課題への対応地域の特色を高める先進事例

①都心部
。ビジネスエリアとしての発展。 ＢＩＤなど新しい仕組みを取り入れ、国際的な都市を目指す。 
。文化・観光工リアとして、利便性の向上、コンテンツの充実を図る。
。生活環境の改善。 

【ビンネスエリアとしての発展】大阪版Ｂ Ｉ Ｄ制度
グランフロント大阪ＴＭ ０9,大阪市北区0x
・ 米国の再開発手法として普及しているＢＩＤ9,Ｂｕｓｉｎｅｓｓ Ｉmｐｒｏｖｅｍｅｎｔ Ｄｉｓｔｒｉｃｔ81

ビジネス活性化地区0x制度を、国内で初めて大販市が導入,
・ 対象工リアはうめきた先行開発区域3,主体は、部市再生特別措置１法「部市再生整備

関法시に指定された一般社団法人で、その工リアの地権者１２社で構成した工リアマ
ネジメント団体「グランフロント大阪ＴＭO」3,

・ 地方自治法の分担金制度を活用し、大阪市が徴収した分担金を活動財源として団
体に交付することにより、安定的に徵収する財源で、民間回体による追路等の公共空
間での継続的で自由度の高い活動や買の高い１維持管ｉ動t可能となった,２０１５年度、
大販市が徴取する分担金の額は約２,８００万円

・ 制度の実施にあたっては、現ff１法制度9,特描法、地方自治法、一般社団・財団法人

法等0xを活用,法律改正を伴わなしｔ組み立てが、 早期の制度構築につながった3,
・ 特措法に定める「都市利便増進協定」によ０分担金の砠収エリアを定め3,ペンチ・街灯・

噴水・広告塔・案内板・防犯カメラ等の高質な公共施設整備、歩道の清掃や放置自
転車対策なとx9の管理費用を対象とした,

・ 同エリアでのイペノト等にきbい創出活動など收益事業off81モーンヨン等0xは、団体の

自主財源で行う, 813,3,81,ｌ選ａ3,ａｍ813,8181ン,3,

러 要x9合ａｌl

l
ｌ 3,ｌｇｆ養点ｽﾃ81１,0,0x9、x9x9x9x9x9x9x9x9x9 ｌl素・ｉ・x9前

器1 義 ・・,

3,鐵整錄,081ｌl81製斑機基ま81

出典81大阪市都市計画局「大販市工リアマネジメント活動促進制度活用がイドライン」平成
２７年４月
関西経済連合会「経済人・関経連ＮＯＷ」２０１４年７月号、２０１５年７月号

４3,活力ある地域創出0x新しい「都市型ライフスタイル」の提唱
9,２0x地ｌ;或類型別課題への対応地域の特色を高める先進事例

①都心部

【生涯活躍のまち】スマートエイジング・シティ9,先行モデル地域0x 
上新庄・淡路地区を中心とする地域 9,東１定川区0x
・ 上新1主・淡路地区は、都心の交通至便地である3,大阪市平均を上回る急速な高齢

化が進むことが予想され、高齢者のみ世帯の急増に伴う孤立対策や生活支接、 健康
ｌ論延伸のた的取組みが急務である3,

・ ｼ苒n域において、淀川キリスト教病院、9,株0x地域経済活性化支援機構、府が連接し3,
地域包括ケアのまちつくりを中心とするスマートエインノグ・シテイの具体化に取り組む,

9,Ｈ２７3,４3,２付け、３者協定ａ締結0x
・ 府と連接協定を締結9,Ｈ２７3,４3,２0xしている淀川キリスト裁病院と9,株0x地域経済活性

化支援機構が共同出資・役員派遺を行う「よどきり国康と介護のまちづくり株式支社」を
設立し、経済合理性を確保した持続可能なシステムの構築をめざした事業を実施,
一訪問看護を中心に各種在宅療養支援サービスを提供する「まちケアステーション」
一高齢者の「・１由０住まいを整備、 �給する「よどきり・かんし�」他
一交流、共同、病気予防と介護予防、生きがい、人作りを進める「まちカフェ」
一高齢者や商弱者の生活を見守り、医療・着護・介護につなぐ「まち解健室」

【生涯活躍のまち】スマートエイジング・シティ9,先行モデル地域0x 
大阪城東側森之宮地区 9,大阪市城東区・東成区0x
・ 森之富地域は、都心の交通至便地にありながら、緑置かな大阪城公圍に燐接する,

高度成長期に開発されたＵ Ｒの集合住宅団地を中心に、人口減少・超高齢化の進展
が書しく、集合住宅特有の社会的関係性の希薄化による高齢者単独世常必立化
など、１装々な課題を有している,

・ 同地域において、社会医療法人大道会森之富病院、独立行政法人部市再生機構

西日本支社9,ＵＲ都市機構0x、城東区役所が連接し3,スマートエイジングン手ｌx9の具体
化に取組む3,9,Ｈ２７3,:1１１０付け、３者脇定を締結0x

・ 協定を締結した３者のｌlか地域の関係機関等と建、具体的取組みを検討,
一住民の見守り、課題や不安のある方への루期介入・支援のた解ツトワークつくり
一在宅療差81Ｅデル実現と地域包括ケアシステムの拡充、 地域り八ｌx9リテーンヨンの推進
一生活支援分野及び健1籌論延伸のためのヘルスケア分野におけるサービスの充実
 また、中央大通を狭んだ東成区側は、高齢者の割合が高く商工住が混在、密集してい
る必である, 開住を支える連據・交流限である今里新道統商店街の「新道
パトり」を活用し、態い・集いの場、看護・介護の相談・支援、 地域情報の提供、喜ら
し・見守りの支援、 気軽に楽し脱事業などを実施3, 

大順市城東区作成資料を一部改幅





４3,活力ある地域創出0x新しい「都市型ライフスタイル」の提唱
9,２0x地81ｌ,0或類型別課題への対応地81ｌ或の特色を高める先進事例

②周辺部 ・ 

【安心・安全なまちづくり】単身高齢者生活支援
安心生活創造事業9,豊中市0x

・ ひとり喜らしの生活に不安のある高齢者等の自宅に「安心協力員」が定期的に訪問し、
重否確翻を行う,緊急時の支援や買い物・宅配など、安心して喜らす手助けをする応
緩事業者などを紹介,

・ 主なサービス内容は、
① 基本サービス9,登録料81年間２,０００円0x 81月１回の定期訪問による安否確認

9,１回８００円0x
② 有料サービス81急病時の買物支握、入院時の手続き・連１総の支授、緊急通報ンステ

ム利用時の盤預⊠、りtiど3,9,祝・休日を除く月0x金曜日の８,0２０時ｌ時間８００円、そ
れ以外は、１時間９００円0x

③ ひとり喜らし応緩事業者ｏ,01ネットワーク化と紹介81新間配題Ｐ宅配事業、重限配選、

電器1、売業店などのひとり富らし高齢者などを支える事業ｌl所との⊠やネットワークを
形成など3,

・ これちの取組みにより、 地域との緊がりを拒否していた高齢者を把握し、 地域福,0Ilｌ活動
とリンクするごとにより新たな聚がりを構築できた、希望者宅へ民生委員によるフ・ォロ一訪
問や安心キッ

緑型のつながりを希望しない高齢者81新たなサービスの開発力、進んだ、なと、の成果が報
告されている,
平成２６年度から新たに社会的孤立者に対して、孤立防止に向けた居場所つくりの取
組みも行っている,

⊠
,

離富一x9・

,賽 議富富・
報ｏ

出典量中市社会福祉協義会ホームページ
厚ｍ働省安心生着創造事業推生検１言会「實心生,活創造事業成果報告書」平成２
４年８月

【安心・安全なまちづ０】
住宅市街地総合整備事業9,大阪府벅寝屋川市0x 

８１ 

４3,活力ある地域創出 0x新しい「都市型ライフスタイル」の提唱
9,２0x地1國類型別課題への対応地観の特色を高める先進事例

③郊外部
・団地の再生、空き家対策など、ベッドタウン固有の問題を解決して、新たな世代を呼びこみ、高齢者・子供がい

きいき暮らせるまち、持続可能なまちを目指す。 

【生涯活躍のまち】スマートエイジング・シティ9,先行モデル地域0x 
南花台を中心とした開発団地9,河内長野市0x 

南花台地区は、大阪市内中心部かＳ電車で約３０分、パス１０分の郊外住宅地であ
る,昭和５０年代に住宅機能に特化して整備された開発団地であり、今後、急激に
高齢化力t進むことが予想されている3,また、南部開発団地への玄関口でIｌlる南花台
は、 住届だけでなく、店舗などの機能を維持しており、周辺工リアの生活を支える拠点
地区として、さらに生活機能を充実識、人が集まる地域つくりをめさしている3,
南花台を中心とした開発団地9,大矢船、、南ヶ丘、南青葉台、北青集台0xをｆルに、
開発団地の再生を目的とするスマートエインノグ・ンアイの具体化に取り組む,

9,Ｈ２６3,９3,１２付け、河内長野市と府は協定;t締結0x
「健康寿命の延伸」と「元気な住民の活耀の場づくり」を事業検討の往に、関西大学
の総合コーディネートのｔ,と、民間事業者等も参画し、公・民・学の連携による住民主
体のまちづくりを実施
,09,株0xタニタ・島田病院と協働した健康プログラムを試験実施する健康仲間つくり
,0 地域課題解決型ソーシャルビジネス言ル構築などを前高齢者の生きがいづくリ

ースーパーの空き店舗を活用した地域の交流・情報発信数ｌｌ点「コノミヤテラス」の整備
一まちの情報発信ポータルサイトの開設
一地域の魅力を活かした南花台でしかできない子育て・子育ち 、3,,81,0 �

現境つくり ,0、,81１3,,

一空き家・空き地の活用などを検討するストック活用 １�１3,Ｊ,,・

fｌy⊠⊠x91ｉi , ti 

【プラットフォーム】市民主導の地域おこし 9,交野市0x
・ 有志だけで活動している市民協�をいかに多世代に継差・的に広ｆｔいけるか、市への

滞留人口増加につなげていくにはどっすればし、いか、が課題
・ 活発に活動している市民団体のメンバーに着目し、彼らをコアメンバーに、陶装やイラス

,ト、編集等、個々のスキルや技能を活かし、企画から実施まで手作りで進められるイベン
トを提案

・ イベントの成功ではなく、チームビルディングに主眼を置いてグループごとにワークシｉツプを

重ね、楽しみながら計画を進め１1111吉果、子どもから大学生、高齢者まで４００人近い多
世代のサポーターが集まった,また、市民が活動拠点として商を希望していた大学
所有の植物国に対しても、プラットフォームの一員として参画を呼びかけ、 院献への
あかけ作りとした3,

・ イベント当日は市の特産品を使ったピザを、 手作りビザ差で焼くなど、市民が市民をおも
てなしするプ[1グラムを多重統關し、３０００人を起える人が来場,現在も、多世代による
自発的な市民活動が継続している, 

８２ 







４3,活力ある地域創出0x新しい「都市型ライフスタイル」の提唱
9,２0x地輔類型別課題への対応府域内の人口対流

想定される対流パターン例

Ｂさん
周辺部で育ち、地元で進学・就職,社会시こなってからも実家흉らしだつ

たが、結婚して都心部にマンション購入,子どもが独立した後は、マンションを
売却して地元に戻る, 

Ｄさん
山間部で育ち、家業を継いだが、両親が要介護になったため医療施設の

充実した都心部に両親ともども移住して転職,子どもたちが独立し、両親を
着取った後、郊外に転居 

「１8⊠81 

【別添】具体的な施策と重要事業評価指標 9,ＫＰＩ0x

平成２７年度版

※平成２８年度当初予算確定後に平成２８年度版として内容を変更します。 

0x818881ｌｌ 



【別添】具体的な施策と重要事業評価指標 9,ＫＰＩ0x
9, 0x内は平成２６年補正予算9,６号0xの額9,単位x9千円0x 

基本目標① 81着い世代の結婚・就職・出産・子育ての希望を実現する

9,ｌ0x若者の安定就職支援、職場定着支援
０若者安定就職応援事業 9,８９,９９７0x

地域の金融機関等と連携した就業支援、利便性の高いエリアにおける就職支援拠点の整備、ものづくり企業での高
校生のインターンシップ、若手社員の定着支援のためのセミナ一等を実施。 

ＫＰＩ81就職支援者数５,０００人安定就職者数５００人
インターンシップ等協力企業１００社
支援対象企業数２５社以上 9,うち離職率改善企業数１0x２以上0x 【Ｈ２８3,３】

9,２0x 女性の活躍推進
０ 女性が輝く０ Ｓ Ａ ＫＡ実現プロジェクト事業9,新たな人材育成プログラムの開発0x 9,８,９６３0x

女性の就業率向上に資するよう、多面的な発想力やストレスへの対処法等の「働き続ける力」を身につけるための新
たな人材育成プログラムを開発。 

ＫＰＩ81新たな「샤オ育成プログラム9,案0x」を開発
開発したプログラム9,案0xのトライアル実施9,３例0x 【Ｈ２８3,３】

9,３0x 結婚・妊娠・出産・子育て環境の充実
０新子育て支緩交付金 9,５００,０００0x

子ども総合計画の目標達成 に資するため、 市町村が子どもの資困や障がい児支援、 児童虐待防止などに関する府
提示モデルメニューに適合する事業を実施する場合に交付金を交付。 

ＫＰＩ81子どもを大阪で育ててよかったと思っている府民の割合81Ｈ２８3,３81６０0x以上 【Ｈ２８3,３】
Ｈ２４3,３81４９3,１0x
Ｈ２５3,３81４４3,０0x
Ｈ２６3,３81５７3,９0x 

【別添】具体的な施策と重要事業評価指標 9,ＫＰＩ0x

基本目標②81次代の「大販」を担う人をつくる

9,１0x 次代を担う人づ、くり
０グローバルリーダー育成・留学促進事業 9,１１,２７７0x

グローバルリーダー育成の契機づくり、大阪への留学促進のため、友好交流都市であるインドネシア・東ジャワ州及び
ベトナム・ホーチミン市との間で高校生を相互に派這。 

ＫＰＩ81事業に参加した高校生に対するアンケートを実施
・大阪府将来の進路の選ｉ用支として海外留学や国際的な職業に就くことを志向する者の割合81７０0x以上

東ンヤワ州、ホーチミン市81大阪を留学先イ81美ｉ南の一つとして検討する者の割合81７０0x以上【Ｈ２８3,３】
9,参考0x日本４６3,１0x、米国、韓国、中国平均６４3,４0x

２０１４3,４ 9,一財0x日本児重教育振興財団日本青少年研究所発表

０起業家教育活動促進事業 9,５,２３４0x ・
起業家精神9,アントレプレナーシップ0x に角空れる機会を設け、将来の創業への関心を喚起するため、起業家による高
校生に対する出前講座や教員向けセミナ一等を実施。 

ＫＰＩ81起業家教育を受けた生徒の起業への意識変化１０0x以上
9,「起業について印象が変わったか」など起業への関心に対する意識変化を問うアンケートを事前・事後に実施し、その変化を

見る0x 【Ｈ２８3,３】

9,２0x 子どもをめく“る課題への対応
０高校中退・不登校の着者の自立支緩 9,９８,４８９0x

高校9,２81Ｌ校0xとＮ Ｐ ０等が連携し、学校内に居場所を開設するとともに福祉や労働等関係機関と連携したプラッ
トフォームを構築。中退・不登校、また、そのおそれのある生徒を支援。 

:ＫＰＩ81居場所利用者の進路未決定者数を０人とする。 【Ｈ２８,３】
※Ｈ２６年度の実績81０人9,高校中退・不登校フォローアップ事業9,８校0x0x 



【別添】具体的な施策と重要事業評価指標 9,ＫＰＩ0x

基本目標③81誰もが健康でいきいきと活躍できる「まち」をつくる

9,ｌ0x健康寿命の延伸
０健康寿命延伸プロジェクト9,５２,９４７0x

特定健診等の受診率向上のため、健康つくりを行った住民に特典を付与する事業などに取組む市町村への補助や
全国健康保険協会大阪支部9,協会けんぼ0x等の健診データの分析、健康づくりの啓発や表彰を行うとともに、府民
の食生活等をきめ細やかに実態調査し、健康増進に活用し、健康寿命の延伸を実現。 

ＫＰＩ81Ｈ２７年度の特定健診受診率をＨ２４比で全国平均水準以上となるよう、２0x向上させる, 【Ｈ２８3,３】
【参考Ｈ２４81４０3,５0x9,全国平均４５3,６0x0x ※最新値】

9,２0x 高齢者等がいきいきと暮らせるまちづx9くり

9,３0x あらゆる人が活躍できる「全員参画社会」の実現

【別添】具体的な施策と重要事業評価指標 9,ＫＰＩ0x

基本目標④81安全・安心な地域をつくる

9,ｌ0x安全・安心の確保
０消防団地域防災力強化充実促進事業 9,１,８８２0x

地域防災力の充実強化に向け、消防団に対する府民の理解や、府民との連携を一層促進するため、若者の感性
や視点を活かした映像やポスターの制作により、府内の消防団活動を紹介するＰ Ｒ事業を市町村と連携して実施。 

ＫＰＩ81平成２６年４月１日の消防団員数9,１０,４８２人0xを維持する 【Ｈ２８3,３】

０女性消防団員活動支援事業 9,３,３１９0x
今後益々、活躍が期待される女性消防団員が活動しやすい環境整備のため、女性団員が扱いやすい資機材等の
整備を行う市町村に対する補助9,補助率１0x２補助限度額５０万円0xや、女性がより強みを活かせる救命救急の
指導者講習を開催。 

ＫＰＩ81女性消防団員が活動しやすい資機材整備については３か年で１６団体
救急処置能力向上のための講習実施については３年で２６２人9,事業期間中に増加目標とする女性消防団員数0x【Ｈ３０3,３】

9,２0x部市基盤の再構築
０地域維持管理連携支援 9,４５,３６０0x

インフラ施設の老朽化等への対策として、府や市町村、大学など地域が一体となって人材育成・確保、技術力の継
承、維持管理を実표差する「地域維持管理連携プラットフォーム」を創設し、 点検データの収集・整理等を行う。 

ＫＰＩ81情報共有・人材育成等のプラットフォームの開催9,年５回0x地域0x
担い手ワークショップ受講者数9,年間２０人0x地域0x 【Ｈ２８3,３】

19281 



【別添】具体的な施策と重要事業評価指標 9,ＫＰＩ0x

基本目標⑤81都市としての経済機能を強化する

9,ｌ0x産業の創出・振興
０オープンイノベーション海外展開支援事業 9,１１,６４９0x

大阪企業との協力について要請のあったトルコ家電企業を招聘してオープンイノベーションフォーラム9,技術課題説明
会0xを開催し、府内中小企業との技術提携・共同研究等を促進。 

ＫＰＩ81海外企業への提案件数81５０社、
導入に向けた検討開始数81１０件【Ｈ２８,３】

０国家戦略特区等推進事業 9,６,９１７0x
大阪への投資魅力を府内外へ発信するため、国家戦略特区及び関西イノベーション国際戦略総合特区に関するプ
ロモーション等を実施。 

ＫＰＩ81関係機関と連携するセミナ一等を含めた集客81計２００名以上
企業接触81２０ ０社以上
海外企業向けのプロモーション81２０回以上 【Ｈ２８3,３】

０グリー81ンイJペーション関連企業立地促進事業9,１,９８０0x
蓄電池・燃料電池関連企業の集積を図るため、各分野のキー八x9ーソンによる講演のほか、 9,独0x製品評価技術基
盤機橋9,Ｎ Ｉ Ｔ Ｅ0xが整備する世界最大級の大型蓄電池試験・評価施設や大阪での革新的な実証プロジェクト
等の視察など、国際的なプロモーション活動について検討を行う。 3, 

ＫＰＩ81関連企業や団体等に対するプロモーションの事前告知81３００社・団体【Ｈ２８3,３】

０医療機器研究開発支援事業 9,２０,１７４0x
医療機器分野において事業化をめさ、す中小企業の試作品開発・試験評価段階における経費について補助。 9,補

助率１0x２、１年度当たり上限５００万円で、事業期間は３年度を上限とし、最大１,０００万円0x 81 
ＫＰＩ81新規開発採択件数81４件【Ｈ２８3,３】 ９３ 

【別添】具体的な施策と重要事業評価指標 9,ＫＰＩ0x

基本目標⑤81都市としての経済機能を強化する

9,ｌ0x産業の創出・振興9,つづき0x
０成長志向創業者支援事業 9,１４,５５１0x

株式上場をめさす成長志向のベンチャ一創業者に対し、既に成功した起業家等による個別指導等の支援を実施し、
成功者が次の挑戦者を支援するペンチャーエコシステムの構築を促進。 

ＫＰＩ81Ｈ２７年度は支援対象２０社の確保及びうち３0x５以上がプログラムを継続9,長期的には支接対象のｌ0x５が支援開始から３年
以内に上場・上場準備・Ｍ,0Ａ等に至る0x【Ｈ２８,３】

０ものづくり中小企業ビジネス環境創出支援事業9,１０,６９６)
地域の自治体、経済団体、金融機関等がネットワークを構築し、府内中小企業を発掘・育成、成長につなける仕

組み9,エコ.ノミックガーテニング0xの推進に向け、地域民間支援活動のモデル的な取組みに対し補助。9,１００万円
0x１事業0x 

ＫＰＩ81地域支援拠点サポート１０件【Ｈ２８3,３】

O創業支援力強化事業 9,１４,６８３0x
市町村が行う創業支援事業計画の策定や創業に関する啓発、ネットワーク形成等に対し、 技術的助言や相談等
の支援を実施。 

:ＫＰＩ81創業支援事業計画策定数81前年度比増9,Ｈ２６年度１９市町で策定済0x
創業支援事業計画の府内事業所力パー率81９割以上
スキルアップ研修会・起業家講演会・創業支援機関ネットワーク会議開催回数81各３回ＬＨ２８3,３】



【別添】具体的な施策と重要事業評価指標 9,ＫＰＩ0x

基本目標⑤81都市としての経済機能を強化する

9,ｌ0x産業の創出・振興9,つづき0x
０織維産地振興事業 9,１１,０００0x

泉州繊維産地の認知度向上のために地元事業者による協議会が行う展示商談会への出展等に対して補助。 
率１0x２0x 

ＫＰＩ81事業活動による受注9,見込みを含む0x金額１億円以上【Ｈ２８3,３】

０おおさかＵＩ Ｊター81ン促進事業 9,１７２,７９６0x
東京圏の「プロフェッショナル人材」や「企業が求める優秀な若者」が府内の中堅・中小企業にＵ Ｉ Ｊターン就職す

るために、府内企業の魅力を伝える情報誌やＨ Ｐの作成、東京圏での合同企業説明会、セミナ一等を実施する。 
ＫＰＩ81東京圈のプロフェッショナル人材５０人と企業の求める優秀な着者１００人を大阪の中堅・中小企業にマッチング

情報発信対象企業数１０００社、Ｗｅｂサイト上での企業との交流企画参加者１００人以上【Ｈ２８3,３】

０次世代がん治療法ＢＮＣT推進事業費 9,７,７９０0x 【上乗せ交付金事業】
次世代のがん治療法であるホウ素中性子捕捉療法9,ＢＮＣＴ0xの実用化を見据え、医療実施に必要となる専門

人材の育成・確保を図り、 大阪におけるＢＮ ＣＴの医療・研究拠点化を推進する。 
ＫＰＩ81今年度１２人のＢＮＣＴ専門人材を育成・創出【Ｈ２８3,３】

０大販府プロフェッンヨナル人材戦略拠点運営事業9,２０,３３６0x 【国委託事業】
新たにプロフェッショナル人材戦略拠点を設置し、 企業経営、 販路開拓、 事業再生や專門技術などの実績を有す

る経験豊富な人材の中小企業におけるニーズの明確化、採用サポートを実施するとともに、金融機関等と情報共有
等の連携を図り、地域全体の人材戦略コーディネート役として、大阪産業の成長に結びつける。 

ＫＰＩ81おおさかＵＩｊターン推進事業と同じ【Ｈ２８,３ 

【別添】具体的な施策と重要事業評価指標 9,ＫＰＩ0x

基本目標⑤81都市としての経済機能を強化する
9,２0x 企業立地の促進

０特区税制の後継制度等 9,検討中0x

０地方拠点強化税制等 9,検討中0x

０国家戦略特区等推進事業 9,６,９１７0x【再掲】
大阪への投資魅力を府内外へ発信するため、国家戦略特区及び関西イノベーション国際戰略総合特区に関するプ
ロモーション等を実施。 

:ＫＰＩ81関係機関と連携するセミナ一等を含めた集客81計２００名以上
企業接触81２００社以上
海外企業向けのプロモーション81２０回以上【Ｈ２８3,３】

０グリーンイJペーション関連企業立地促進事業9,１,９８０0x 【再掲】 
蓄電池・燃料電池関連企業の集積を図るため、各分野のキー八x9ーソンによる講演のほか、 9,独0x製品評価技術基

盤機構9,Ｎ Ｉ Ｔ Ｅ0xが整備する世界最大級の大型蓄電池試験・評価施設や大阪での革新的な実証プロジェクト
等の視察など、国際的なプロモーション活動について検討を行う。 

ＫＰ１81関連企業や団体等に対するプロモーションの事前告知81３００社・団体【Ｈ２８3,３】

9,３0x 活力ある農林水産業の実現
０大販版施設園芸新技術普及推進事業 9,７,３３０0x

ぶどう裁培用波状型ハウスの換気の自動化を図り、 品質の向上及び省力化を進めるため、 モテル機を制作し実証実
験を実施。 ・ 

ＫＰＩ81ハウスぶどう生産農家への情報提供及び開発完了後の設置に向けた働きかけ81１2０件【Ｈ２８3,３】



【別添】具体的な施策と重要事業評価指標 9,ＫＰＩ0x

基本目標⑤81都市としての経済機能を強化する
9,３0x活力ある農林水産業の実現9,つつき0x

０農林水産業の６次産業化の推進 9,７０,３５６0x
・ 府内農林水産業の６次産業化を推進するため、環境農林水産総合研究所に高度な分析測定装置や試作品の
開発機器を整備。
・新商品の販路開拓のため、商談会への出展に取組む事業者を支援。 

:ＫＰＩ81１社当たり商談数81１０件
交渉の芽9,※0x獲得率81８０0x
※交渉の芽81商談会をきっかけとして、その他の商品の販路開拓及び今後の商品開発につながる事業者間のマッチングが

できること【Ｈ２８3,３】

０企業等による農業参入支援 9,１６,０００0x
企業等の農業への新規参入や規模拡大を推進するため、企業等が行う農道や農地等の基盤整備を支援。 9,補
助率１0x２、上限２５０万円0x 

ＫＰＩ81事業実施81８地区
企業等に対する参入または規模拡大の働きかけ81ｌ８社【Ｈ２８3,３】

０ハートフル企業農の参入促進 9,２０,０００0x 【上乗せ交付金事業】
農業分野における障がい者の就労・雇用を促進するため、農業、福祉、経営などの点で先行事業者が培ってきた指
導者育成に係るノウハウの集約や、中空構造栽培槽を用いたイチコ、栽培技術のハートフルアグリへの導入可能性検
証、シンポジウムによる情報発信等を行う。 

ＫＰＩ81サミット・シンボンウムへの参加人数３００名 【Ｈ２８3,３ 

9,４0x 多様な担い手との協働

9,５0xインフラの充実・強化 ｊ9781 

【別添】具体的な施策と重要事業評価指標 9,ＫＰＩ0x

基本目標⑥81定住魅力・部市魅力を強化する

9,:ｌ0x 定住魅力の強化
０府営住宅ストック地域資源化プロジェクト事業9,２,９２１0x

府営住宅の空き室を子育て支援拠点など地域のまちづくりに活用する方策の調査検討、活用促進を行い、府営
住宅資産を活用した地域課題の解消や地域力の向上に向けた取組みを推進。 

ＫＰＩ81空き室活用に向けた調査を完了
平成２８年度以降の空き室活用にむけ、 ３８市町、民間事業者等５社に提案実施【Ｈ２８3,３】

9,２0x 都市魅力の創出・発信
０大坂の陣４００年天下一祭の推進 9,５０,０００0x

大坂の陣から４０ ０年を迎えることを契機に大阪の魅力を国内外に強力に発信するため、 府域に広がる歴史、 文化、
食、特産品、酒等の魅力を一堂に集め、発信する集客イベントや、府内各地の史跡・旧跡などの魅力スポットを周遊
し、府内の歴史・文化を体感してもらう周遊イベントを実施し、府内各地への集客促進を図る。 

ＫＰＩ81府費以上の民間投資の獲得
イベント参加者数１万人以上【Ｈ２８3,３】



【別添】具体的な施策と重要事業評価指標 9,ＫＰＩ0x

基本目標⑥81定住魅力。都市魅力を強化する

9,２0x都市魅力の創出・発信9,つづき0x
０水辺活性化事業9,水都大販２０1５開催事業0x 9,８５,０００0x

水都大阪の魅力を国内外に発信するとともに、新たな民間ビジネスを喚起するため、〃水都大阪２０１５″を開催し、こ
れまでにない水面利用や水辺での新たな取組みを行うイベントを展開。 

ＫＰＩ81波及効果を含む集客者数81１,８９６,０００人【Ｈ２８3,３】

０水と光とみどりのまちづx9くり推進 9,１５,０００0x 
水都大阪における上質な水辺景観の形成に向け、中之島周辺工リア9,堂島川護岸0xにおけるライトアップを推進
ＫＰＩ81ライトアップ等を見て満足した人の割合81８０0x以上【未定9,竣工時に改めて設定0x】

０大販・光の響富9,御堂筋イルミネーションの延伸と御堂筋開放0x 9,５２,５００0x
シンボルイヤー特別プログラムとして、イルミネーションで装飾する区間を、淀屋橋から大阪駅前まで延伸9,約１3,０ 

ｋｍ0xし、御堂筋全域9,約４3,０ｋｍ0xで実施。また、開催期間中に御堂筋の一部を開放するイベントを開催。 
ＫＰＩ81イルミネーションを見て満足した人の割合８０0x以上

開放イベントについては、来場者数１６万人以上 【Ｈ２７3,１２】

【別添】具体的な施策と重要事業評価指標 9,ＫＰＩ0x

基本目標⑥81定住魅力・部市魅力を強化する

9,２0x部市魅力の創出・発信9,つづ、き0x
０御堂筋シンボルイヤー特別プログラム事業 9,２６,８７１0x

御堂筋・大阪の魅力を国内外に発信し、一層のにぎわいを創出するため、大阪のシンボルである御堂筋を歩行者
天国として開放し、世界のヌー八x9一カーの集結イベント、路上を活用したプログラム等9,予定0xを実施。 

ＫＰＩ81報道等掲出回数５０回以上
来場者満足度７５0x以上【Ｈ２７3,１２】

０ Oｓａｋａ Ｆｒｅｅ Ｗｉ,0Ｆｉ設置促進事業 9,１４８,６００0x
来阪外国人旅行者の利便性向上や府域内での周遊を促進するため、Oｓａｋａ Ｆｒｅｅ Ｗｉ,0Ｆｉ設置にかかる初期費

用を補助9,１５０施設0x。 
:ＫＰＩ81平成２７年度来阪外国人旅行者数３８０万人

設置拠点数２０１５年３月末日時点より１５０拠点増【Ｈ２８3,３】

０広報力強化事業 9,７,５０８0x
府の情報発信力を強化し、府全体のイメージを向上させるため、府のメインキャラクター「もずやん」を活用した効率
的・効果的な広報を展開。 

ＫＰＩ81もずやんのイベント等への出動１５０回 【Ｈ２８3,３】



【別添】具体的な施策と重要事業評価指標 9,ＫＰＩ0x

函 大販府まち・ひと・しごと創生総合戦略の推進

ｉ3,ＰＤＣＡサイクルの確立
０３章において、６つの基本目標こx9とに「具体的目標」を設定しました。
０また、「具体的目標」を達成するための施策9,事業0xがどれぐらい進捗しているか客観的に判別しやすくなるよう、で

きるだけ数値を用いて、ＫＰＩ9,重要事業評ｆ面指標0xを設定しています。9,【別添】0x
０地方創生の実現は、息の長い取組みが必要です。これらの指標9,ＫＰＩ0xをもとに、施策9,事業0xの効果を定期的

に検証することで、「まち」「ひと」「しごと」の好循環の確立に向け、より効果の高い事業への重点化、見直し、組換えを
行い、「具体的目標」の達成に向け、取組みを進めていきます。

２,推進にあたって
０ 「具体的目標」については、毎年「ｮa官学金労言」の各分野で構成する「大阪府まち・ひと・しこx9と創生推進審議

会」において、進捗状況の確認・検証を行い、必要な見直しを行います。
０各施策については、実施部局が毎年ＫＰＩの検証を行い、より効果の高い事業への重点化、見直し、組換えを行い

ます。
０地方創生総合戦略のもう一つの策定主体である市町村との適切な役割分担や連携のもと、大阪府の庁内推進

体制である「大阪府人口減少社会対策推進会議」と「大阪府まち・ひと・しごと創生推進審議会」を中心に、府民の
みなさまと協働し、オール大阪で地方創生の取組みを推進していきます。 

参考資料

ｌ,0一一１ １x9ｏコ3,１03,x9i



参考資料

9,ｌ0x大販府人口減少社会対策推進会議
大阪府まち・ひと・しこx9と創生総合戦略の策定にむけ、府庁内の推進体制を確保するため、大阪府人口減少社会対

策推進会議を平成２７年４月に設置しています。
今後、この会議を通じて、戦略の進捗状況や地方創生に関する情報等の共有を図ります。また、今後到来する人口

減少社会の克服に向け、府民の生活、経済、都市構造など様々な分野での課題に対して、必要な施策を検討します。 

国構成メンバx9,0

庁内各部局長等
9,危機管理監、政策企画部長、総務部長、財務部長、府民文化部長、福祉部長、健康医療部長、

商工労働部長、環境農林水産部長、都市整備部長、住宅まちづくり部長、教育長0x 

事務局81政策企画部企画室計画課

目平成２７年度実施実績
平成２７年４月１日 9,水0x 
同 ６月１２日9,金0x 
同 ８月２５日9,火0x 
平成２８年１月２０日9,水0x 

第１回会議
第２回会議9,書面開催0x 
第３回会議
第４回会議9,書面開催0x 

骨子案の審議
素案の審議
案の審議

参考資料

9,２0x 大阪府まち・ひと・しご、と創生推進審議会
大阪府まち・ひと・しごと創生総合戰略の策定にむけ、産官学金労言の有識者等からなる審議会9,府附属機関0xを

平成２７年５月定例大阪府議会の議決に基づき、設置しています。
今後、この審議会において、毎年度、具体的目標やＫＰＩ9,重要事業評価指標0xの到達状況等を確認、検証するこ
とで、大阪の地方創生を強力に推進します。 

国委員名薄

3,二

 3,１,lｉｔ 813,, 

大野敬

錢高文善

西村信一

辻宏康

国代完

大石住能子

岡絵理子

小林伸生

小原美紀

新川達郎【座長】

久隆浩

山野則子

藤原明

井尻雅之

黒田隆明

西日 部長

株式会社錢高組常務役員

株式会社サクラクレパス常務取締役

和泉市長

岬町長 3, 

株式会社メディヴァ代表取締役

関西大学環境都市工学部准教授

関西学院大学経済学部教授

大阪大学大学院国際公共政策研究科准教授 

同志社大学大学院総合政策科学研究科教授

近畿大学総合社会学部教授

大阪府立大学地域保健学域教育福祉学類教授

りそな銀行営業サポート統括部 地域オフィサ一兼りそな総合研究所リーナルビジネス部長

日本労働組合総連合会大阪府連合会副事務局長

日経ＢＰ社「新・公民連携最前線」編集長 1,0,0１ １０４ １,081,0



参考資料

國平成２７年度実施実績
平成２７年６月３０日9,火0x 
同 ８月１８日9,火0x 
同 １２月２５日9,金0x 

第１回会議
第２回会議
第３回会議

骨子案の審議
素案の審議
案の審議

9,３0x 大販府庁内モニター制度
大阪府まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定にあたり、府庁内の若手職員や子育て世代の職員から幅広い意見を反
映するため、モニターを設置し、意見を求めました。

國メンバ、一

着手職員9,入庁３年目以内0x ２２名
子育て中職員9,小学校入学前9,未就学児0xの子どもがいる職員0x ２３名 計４５名

留平成２７年度実施実績
骨子案に対する意見9,７月実施0x 人ロビジョンに関する意見１８件

総合戦略に関する意見 ３１件

素案に対する意見 9,９月実施0x 人ロビンヨンに関する意見３件
総合戦略に関する意見 ６件 計６名

参考資料

9,４0x 府内市町村との意見交換会
府内市町村力ｉ地方人ロビジョン及び地方版総合戦略を策定するにあたり、 府の総合戦略等を参考にしていただくため、
意見交換会を実施しました。

国対象
庁内全市町村

国平成２７年度実施実績
平成２７年５月２０日9,水0x0x２１日3,9,木0x 
同 ８月１０日9,月0x0x１１日9,火0x 
平成２８年１月１４日9,木0x 

第１回骨子案について
第２回素案について
第３回案について

9,５0x 金融機関向け説明会
金融機関との連携を図るため、戦略等についての説明会を実施しました。 

国対象

府内金融機関等

Ｅ平成２７年度実施実績
平成２７年７月８日 9,水0x 第１回骨子案について １１団体参加
同 ９月１７日9,木0x 第２回素案について １５団体参加

１0x1(０16１ 



参考資料

9,６0x ＷＥＢアンケート等の調査
大阪府から東京都及び東京圈への流出を抑える又は、 東京都及び東京圈から大阪府への転入を増やすために必要と
考えられる「大阪らしさ」やその魅力等を探るため、 以下の調査を行いました。 

ＷＥＢアノケート調査 大阪�東京x9、港住
生活者

関西在住の大学生

大阪府出身の東京圏
9,１部３県0x在住生活者

0x２０代以下 81 ３０代
４０代,081 
５０代3,・
６０代以上の男女

大阪府・関西在住の
大学生

0x大阪府、京都府、81 奈良県、兵庫県
在住の男女学生

ヒアリング調査 在阪企業からみた大大阪本社維持企業
阪の長所短所 9,４社0x 、

グループインタビューＵＩＪターン経験者からＵターン経験者
みた大阪の住みやす 大阪出身9,※0xで、東京圍の居
さ 住経験がある２０代0x５０代9,５名0x

Ｘ過去に居住していた者を含む

ＩＪターン経験者 3,
東京圍に居住経,験力ｆある２０代0x 

５０代9,６名0x 

２０１５年９月２５0x２８日

２０１５年９月２５0x１１月２０日

２０１５年１２月２２日

５１１ 

５２３ 


